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1. 一般仕様 

1.1 件名 

残留ガラス除去用消耗資材類の製作 

 

1.2 目的 

本仕様書は、ガラス固化技術開発施設（以下「TVF」という。）に設置し

ているガラス溶融炉において、運転経過に伴い溶融炉内に堆積する高放射

性廃液(白金族元素含む)を含んだ残留ガラスを機械的に除去し、溶融炉の

運転機能を回復させるための専用装置である残留ガラス除去装置用の消耗

資材類製作について定めたものである。 

 

1.3 契約範囲 

1.3.1 契約範囲内 

受注者の行う内容等の詳細は、2.項の技術仕様に記載する。 

(1)各種先端工具(ハンド、堆積確認治具)・・・・・・・・・・1式 

(2)レニューアル作業台・・・・・・・・・・・・・・・・・・1式 

(3)炉内観察用 ITVカメラ治具・・・・・・・・・・・・・・・1式 

(4)固化セル内ケーブル健全性確認治具・・・・・・・・・・・1式 

(5)固化セル内 ITVカメラ作動確認治具・・・・・・・・・・・1式 

(6)訓練用ケーブル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1式 

(7)端子ボックス、分配ボックス・・・・・・・・・・・・・・1式 

(8)試験・検査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1式 

(9)梱包・輸送・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1式 

 

1.3.2 契約範囲外 

(1)その他、1.3.1項の契約範囲内に記載なきもの。 

 

1.4 納期 

令和 9年 3月 31日 

 

1.5 納入場所及び方法 

(1)納入場所 

茨城県那珂郡東海村村松 4の 33 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

核燃料サイクル工学研究所 

ＴＲＰ廃止措置技術開発部 ガラス固化技術開発施設（TVF） 

(2)方法 

ガラス固化処理課が指定する場所へ持込渡しとする。  
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1.6 検収方法 

2.項の技術仕様に基づいて実施した試験・検査に合格し、指定した提出

図書の確認及び製品の完納をもって検収とする。 

 

1.7 保証 

(1) 受注者は、本仕様書に基づいて製作・納入した消耗資材類が本仕様書

の諸条件を完全に満たすものであることを保証するものとする。 

保証期間中に本仕様書の諸条件を満足しなくなった場合には、受注者は

その条件を満たすため、無償にて必要な改善等の処置を直ちに行うもの

とする。 

(2) 保証期間は、原則として検収後 1年間とする。ただし、不適合の是正

後の保証期間については、別途協議の上決定するものとする。 

 

1.8 提出図書 

(1)確認の必要な文書及び品質記録 

① 受注者は、表-1「提出文書一覧」に示す文書(図面･データを含む）及び

品質記録を提出期限までに提出し、原子力機構の確認を得るものとする。 

② 原子力機構は、提出図書に関し、特に「確認」を必要とするものについ

て、確認のために提出された図書を受領したときは、確認印を押印して返

却する。また、修正が必要な場合は修正を指示する。なお、受注者は、原

子力機構の確認を得ずに、リリース（次工程への進捗、又は引渡し）して

はならない。 

表-1 提出文書一覧 

項 目 様式 提出部数 提出期限 確認 備考 

品質保証計画書（又は

品質マニュアル） 
受注者 2部 契約後速やかに ○  

工程表 受注者 2部 契約後速やかに ○  

委任又先又は中小受託

事業者等の 

承認について(様式 A) 

原子力 

機構 
1部 

作業開始の 

2週間前 
○ 

※中小受託

事業者等が

ある場合提出 

製作図 受注者 3部 
製作開始の 

７日前 
○  

検査･試験要領書 受注者 2部 
検査･試験の

7日前 
○  
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検査･試験成績書 受注者 2部 
検査･試験後 

7日以内 
－  

電話連絡確認書 受注者 2部 
電話連絡後 

速やかに 
○  

打合せ議事録 受注者 2部 
打合せ後 

速やかに 
○  

立入申請書類 
原子力

機構 
1部 

立入の 7日前

までに 
-  

その他協議の上決定し

たもの 
協議 協議 協議 協議  

＊身分確認時の公的身分証明書は、写真付き公的身分証明書（自動車運転免許証、ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ、

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ、写真付住民基本台帳、外国人登録証、在留ｶｰﾄﾞ、特別永住者証明証）とする。

これらがない場合は、2種類以上の公的書類（住民票、個人番号ｶｰﾄﾞ(ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ)、年金手

帳）とする。 

 

(2)提出文書に関する注意事項 

① 表紙に契約件名、提出日、受注者名等を記述し、提出すること。 

② 「委任又は下請負等の承認について(様式 A)」（原子力機構指定様式）に

ついては、2週間以内に原子力機構から受注者へ変更請求をしない場合は、

自動的に確認したものと見做す。 

(3)提出様式 

① 用紙は原則として A4版、図面は A系列とする。 

② 提出文書は、多年の使用に耐える用紙、印刷方法、及び装丁であること。 

③ 様式、内容、その他不明確な点はその都度、原子力機構の指示に従うこと。 

 

1.9 貸与品 

以下の物品を無償で貸与する。なお、貸与方法等については別途指示する。 

受注者は、貸与期間中適切な管理を行い、受注者の責任による損傷及び

滅失を生じた場合は、これらを弁償するものとする。 

(1) 耐放射線性カメラ（型式：COL407型 9㎜固定焦点）：1台 

(2) カメラコントロールユニット(CCU)(型式：CCU400P/L7) ：1台 

(3) 試験・検査等に用いるガラス塊：1式 

(4) 本件の遂行に必要な原子力機構の規程、研究所規則、部規則・基準類、設計

図書類 

(5) その他、協議の上決定したもの 
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1.10 品質保証 

(1)受注者は、品質保証計画書（又は品質マニュアル）を提出し、確認を得る

こと。 

(2)品質保証計画書（又は品質マニュアル）は、JEAC4111/ISO9001等の要求を

満たすものであること。 

(3)受注者は、原子力機構の「再処理施設品質マネジメント計画書」に基づき

実施する品質保証活動に協力しなければならない。 

(4)受注者は、引合時、契約期間中、組織変更があった時、品質保証計画書

（又は品質マニュアル）を変更した時及び不適合が発生した際に原子力機構 

からの要求があった場合には、立入調査及び監査に応じるものとする。 

 

1.11 不適合の報告及び処理 

受注者は、製作の過程や試験・検査において発生した不適合について、 

その内容と原因の調査及び処理案等を速やかに報告書にて報告すること。 

この処理案については、原子力機構の確認を受け、処理後にその結果を報告

すること。 

また、発生した不適合の種類、原因及び影響の度合いによっては、上記の

処理案に再発防止策を含めること。 

 

1.12 安全文化を育成し維持するための活動 

本件の実施にあたっては、ヒューマンエラーの発生防止などの安全活動に

努めるとともに、受注者全員が基準及びルールを遵守すること。 

また、関連する原子力機構の活動に協力し、受注者自らも率先して活動を

行うこと。 

 

1.13 適応法令・規格基準 

受注者は、本契約の実施にあたって次に掲げる関係法令、原子力機構規

程、研究所規程、ＴＲＰ廃止措置技術開発部等の規則（最新版）を遵守する

ものとし、原子力機構が安全確保のための指示を行ったときは、その指示に

従うものとする。 

この他に、メーカの社内基準を用いる場合は、適用範囲を明示の上、原子

力機構に提出し確認を得るものとする。 

(1) 労働基準法 

(2) 労働安全衛生法 

(3) 日本産業規格（JIS） 

(4) 日本電機工業会規格（JEM） 
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(5) 電気学会電気規格調査会標準規格（JEC） 

(6) 日本電機協会規定・指針（JEAC・JEAG） 

(7) 電気設備技術基準 

(8) 「原子力安全のためのマネジメントシステム規定」（JEAC4111） 

(9) 「品質マネジメントシステム-要求事項」(ISO9001、JIS Q 9001) 

(10) 核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 

(11) 放射性同位元素等の規制に関する法律 

(12) その他、本契約に係る国内法規 

(13) 原子力機構が定める各種規定で制定した規程等 

 

1.14 機密保持 

受注者は、本件を実施するために原子力機構より提出された資料等すべて

の情報を機密扱いとし、受注者の責任において管理する。機微情報は本契約

以外の目的で使用しないこと。 

また、原子力機構の同意なく第三者に開示してはならない。 

 

1.15 産業財産権等 

(1) 産業財産権等の取扱いについては、別添-1「産業財産権特約条項」

に定められたとおりとする。 

(2) 本件により発生した設計等の著作権については、原則として原子力

機構に帰属するものとする。 

 

1.16 受注者の責任と義務 

1.16.1 受注者の責任 

(1) 受注者は、本契約において原子力機構が要求するすべての事項の責

任を負い、本仕様書の要求に合致した完全なものを、納期までに原子

力機構に引き渡すものとする。 

(2) 受注者は、本仕様書を検討し、誤り欠陥等を発見したならば、直ち

に原子力機構に申し出る責任を有するものとする。 

(3) 原子力機構が製作図等について受注者に要求又は提案した事項に受

注者が同意した場合は、それによって生ずる一切の責任は受注者が負

うものとする。 

(4) 受注者が中小受託事業者を使用する場合は、事前に原子力機構の確

認を受けること。 

受注者が使用する中小受託事業者（役務の提供先を含む）が負うべ

き責任といえども、その責任はすべて受注者が負うものとする。 



 

6 

(5) 受注者は、国内法令及び原子力機構規程等に従うこと。これに従わ

ないことにより生じた作業員の損害の責任はすべて受注者が負うもの

とする。 

(6) 受注者が原子力機構に確認を申請した事項について、原子力機構の

確認後といえども受注者が負うべき責任は免れないものとする。 

 

1.16.2 受注者の義務 

(1) 受注者は、原子力機構が製作品の試験・検査及び監査のために受注

者並びにその中小受託事業者等の作業場に立入ることを要請した場合

は、これに応じる義務を有する。 

(2) 受注者は、労働災害防止等に関する法律に規定する元方事業主に 

なり、労働災害の防止に努めること。 

(3) 受注者は、購買品の納入時、購買要求事項への適合状況を記録した

書類（検査記録、校正証明書、仕様を確認できるもの(取扱説明書

等)）を提出すること。 

(4) 受注者は、本件において納品した製品の維持又は運用に必要な保安

に係る技術情報（納品後における新たな発見又は運用上の注意事項や

知見、取扱説明書等に記載の無い操作等により発生するおそれがある

不適合の未然防止処置のために必要な知見や情報等）を提供するこ

と。 

 

1.17 中小受託事業者の管理 

(1) 受注者は、素材のメーカ、製作、据付、試験・検査等に使用する主

要な中小受託事業者のリストを原子力機構に提出すること。 

(2) 受注者は、中小受託事業者の選定にあたって、技術的能力、品質管

理能力について、本件を実施するために十分かどうかという観点で、

評価･選定しなければならない。 

JIS製品規格がある製品については、「JISマーク表示制度」に基づ

き、国により登録された民間の第三者機関（登録認証機関）から認証

を受けた事業者（認証製造業者等）もしくは ISO9001のライセンスを

取得済み事業者の製品を用いること。 

(3) 受注者は、原子力機構の認めた中小受託事業者を変更する場合に

は、原子力機構の確認を得るものとする。 

(4) 受注者は、全ての中小受託事業者に契約要求事項、原子力機構から貸

与した設計図書を十分周知徹底させること。又、中小受託事業者の作業

内容を完全に把握し、品質管理、工程管理はもちろんのこと、あらゆる
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点において中小受託事業者を使用したが故に生ずる不適合を防止する

こと。 

万一、不適合が生じた場合は、「1.11不適合の報告及び処理」に従う

ものとする。 

 

1.18 グリーン購入法の推進 

(1) 本契約において、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推 

進等に関する法律）が適用される環境物品（事務用品、OA 機器等）が

発生する場合は、これを採用するものとする。 

(2) 本仕様に定める提出図書（納入印刷物）については、グリーン購入法

の基本方針に定める「紙類」の基準を満たしたものであること。 

 

1.19 撤去品、産業廃棄物の処分 

製品の梱包・輸送作業において発生する撤去品、廃棄物(不要な梱包材等)

については受注者にて持ち帰り、処分すること。 

 

1.20 文書及び電子データの流出防止 

受注者は、本件を実施するために原子力機構より提出された全ての文書及

び電子データ並びに受注者が取扱う全ての文書及び電子データが第三者に

流出することを防止し、その保護に努めること。 

また、これらの電子データを扱うパソコン等については、ファイル交換ソ

フトのインストールを禁止し、受注者の責任において情報管理を徹底する

こと。 

 

1.21 協議 

本仕様書に記載されている事項及び本仕様書に記載なき事項について疑義

が生じた場合は、原子力機構と協議のうえ、その決定に従うものとする。 

決定事項は、議事録にて記録し、相互に確認及び保管管理する。別途協議し

た決定事項は、提出図書に反映する。 

製作において、確認文書の朱記による修正又は変更を行う場合は、原子力 

機構と協議の上、実施するものとする。 

 

1.22 渉外事項 

本件を実施するために必要な官公庁等への手続きは、契約者の責任により

遅滞なく行うものとする。また、原子力機構が直接申請する時は、その書類

作成に協力すること。 
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1.23 一般産業用工業品の使用 

受注者は、本件において一般産業用工業品を機器等に使用するにあたり、

一般産業用工業品が購買要求事項(設置環境等)に適合している等の技術情

報があれば提出すること。 

 

1.24 その他 

受注者は、納入する機器が工程上及び保守上重要な機器であることから、

原子力機構の要求があった場合、製作、試験検査に係る詳細図書を提出する

こと。 

なお、原子力機構は、詳細図書の発行に際して、必要な場合には、受注者 

の要求により、原子力機構が負う守秘義務に関する文書を提出する。 

 

2. 技術仕様 

2.1 一般仕様 

(1) 本件において製作品は、1.13項に記載する適用法規・規格基準に従う

こととする。 

(2) 本件の設計・製作においては、2.2.2項「技術的要求事項」に記載した

条件を満足するものとする。 

(3) 技術仕様の詳細及び不明点については、適時、原子力機構と打合わせ

を行ものとする。 

 

2.2 設計 

2.2.1 一般的要求事項 

(1) 製作に際しては、施設の安全性を最優先し、信頼性、保守性等の諸点

も考慮するとともに、最適で経済的な設計とすること。 

(2) 設計変更等（アズビルド含む）が必要となった場合は、既設設備との

取り合い、遠隔保守性等に係る影響等について検討・評価した結果を

原子力機構に提出し、確認を得た上で設計変更等を行うこと。また、

設計変更点等の情報を製作図等に反映し、原子力機構の確認を受ける

こと。 

(3) JIS マーク表示制度が適用できる材料に当たっては、JIS 認定工場の

ものであること。 

(4) 放射線による劣化、化学物質による腐食等を考慮し、長期運転に耐え

得ること。 

(5) 使用する材料は、腐食性、機器類の使用温度及び使用圧力等の使用条

件に対して、加工性、強度及び経済性等を十分に考慮し、最適な材料
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を選定すること。 

(6) 構成部品については、容易に入手可能な部品を選定すること。 

(7) 溶接の技術基準に基づく機器区分は、ノンクラスとする。 

(8) 構成部品の情報(試験・検査に使用する治具、本件の機能に係る購入

品(カタログ品))を原子力機構に提出し、確認を受けること。なお、原

子力機構が貸与する物品の情報を除く。 

(9) 既設品と同等のものの手配、製作が可能かどうか検討し、同等品の手

配、製作が不可の場合には、相当品の選定と既設部位との取合・互換

性を担保するための検討を行うこと。 

(10) 樹脂、ゴム材料の部品を使用する場合は、β線遮へいを考慮するこ

と。 

 

2.2.2 技術的要求事項 

本件で製作する消耗資材は、基本的に既設の消耗資材と同仕様(同構造、同

形状、同寸法及び同材料)とする。 

また、取合いについては、2.3項(2) 取合条件を基に製作すること。 

なお、既設品と同等品を手配・製作できない場合等、設計変更が必要な場

合は以下の項目に留意すること。 

 

① 先端工具(ハンド：1台、堆積確認治具：1台)(図-1参照) 

本件で製作する先端工具は、残留ガラス除去装置先端に接続可能なハンド、

堆積確認治具の 2種類とし、セル内遠隔機器（M/Sマニプレータ等）により、

容易に除去装置へ着脱が可能な機能・構造を有し、最大限の軽量化を図る 

こと。 

ハンドの駆動源は、除去装置を介して供給される圧縮空気(空気圧力 0～

0.60MPa程度)とすること。 

除去作業中に発生する振動に対して十分な強度を有すること。また、この

振動により、固定部及びボルトなどが緩まないように緩み防止対策を講じ

ること。 

緩み防止対策を講じた部分は、必ずエビデンスを残し管理するとともに、

施工管理記録として原子力機構に提出すること。 

 

② レニューアル作業台(図-2参照) 

TVF の遠隔操作機器(セル内クレーン、両腕型マニプレータ、M/S マニプレ

ータ等)によりセル間搬送、セル内取扱操作が容易な構造とし、遠隔操作性

に支障をきたさないように設計・製作すること。 
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③ 炉内観察用 ITVカメラ治具(図-3参照) 

ITVカメラ治具は原料供給ノズル（P1：約φ300mm）からガラス溶融炉内へ

ITVカメラを挿入して除去作業前の炉内を観察するための装置である。 

カメラの位置決めは、手動（両腕型マニプレータでハンドル等を操作）で

駆動すること。何らかの故障等により、治具の操作が困難となった場合にお

いても ITVカメラ治具を炉外へ抜出すことが可能な救援システムを設け

ること。 

ノイズによる誤作動、操作不良、映像不良等を生じないように、ITVカメラ

の配線はシールド処理を確実に行うこと。 

また、遠隔操作による影響で接触不良等が生じないよう考慮すること。 

ケーブル長は 20ｍ以内とする。 

 

④ 固化セル内ケーブル健全性確認治具(図-4参照) 

既設残留ガラス除去装置で使用するケーブルの健全性を確認するため、

CN1(D/3S3106B-22-14S)、CN2(D/MS3106B-22-14S)と取り合うコネクタにす

ること。 

TVF の遠隔操作機器(セル内クレーン、両腕型マニプレータ、M/S マニプレ

ータ等)によりセル間搬送、セル内取扱操作が容易な構造とし、遠隔操作性

に支障をきたさないように設計・製作すること。 

 

⑤ 固化セル内 ITVカメラ作動確認治具(図-5参照) 

ITVカメラの作動確認をするため、CN2(D/MS3106B-22-14S)、CN7(D/MS 

3106B-16S-1S)と取り合うコネクタにすること。 

TVF の遠隔操作機器(セル内クレーン、両腕型マニプレータ、M/S マニプレ

ータ等)によりセル間搬送、セル内取扱操作が容易な構造とし、遠隔操作性

に支障をきたさないように設計・製作すること。 

 

⑥ 訓練用ケーブル(図-6参照) 

訓練用ケーブルは、CN1(残留ガラス除去装置側) - CN5(電源盤側)、CN2(残

留ガラス除去装置側) - CN4(PLC側)、MCCB14(建家側) - CN1(電源盤側)、

端子台 – 18h(分配ボックス側)、CN-ｊ(分配ボックス側) – CN-J(中継ボッ

クス側)の 5系統のケーブルとする。 

電気抵抗測定を行うため、CN1,CN2 ケーブルの間に端子台を接続できるよ

うにする。 

訓練用ケーブルについて、下記の名称等で製作する。 
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名称 コネクタ ― コネクタ 

CN1 ― 端子台 MS3106B-22-14S ― MS3106B-22-14P 

CN5 ― 端子台 MS3106B-24-7P ― MS3106B-24-7S 

CN2 ― 端子台 MS3106B-22-14S ― MS3106B-22-14P 

CN4 ― 端子台 MS3106B-22-14P ― MS3106B-22-14S 

18h ― 端子台 MS3106B-32-8P ― MS3106B-32-8P 

CN-j ― CN-J MS3106B-32-8P ― MS3106B-32-8P 

CN1 ― MCCB14 MS3106B-20-4S ― R542 

⑦ 端子ボックス(図-6参照)、分配ボックス(図-7参照) 

端子ボックスは、試験用ケーブルで示した端子台側のコネクタ(プラグ)に

合うコネクタ(レセプタクル)で製作すること。 

分配ボックスについては、下記の名称等で製作すること。 

名称 型番 

18h MS3102A-32-8S-RG 

j MS3102A-32-8S-RG 

cn1 MS3102A-32-8S-RG 

 

2.3 製作条件 

製作条件は、以下のとおり。 

(1) 環境条件： 

1)固化セル内設定温度：約 23℃ 

2)ガラス溶融炉内温度：60℃以下 

3)炉内線量率：3×102Gy/h 

(2) 取合条件： 

1) 既設残留ガラス除去装置との取り合い 

先端工具(ハンド、堆積確認治具)は残留ガラス除去装置の先端工具

取り付け部と取り合うこととする。 

2) ガラス溶融炉との取り合い 

炉内観察用 ITV カメラ治具は原料供給ノズル(P1:約φ300mm)と取り

合うこととする。 

3) 固化セル内ケーブル健全性確認治具との取り合い 

固化セル内ケーブルと固化セル内ケーブル健全性確認治具のピン配

列が同じであること。 

4) 訓練用ケーブルと端子ボックスとの取り合い 

訓練用ケーブルと端子ボックスのピン配列が同じであること。 
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2.4 梱包・輸送 

受注者は、製品の梱包・輸送について、製品に損傷又は振動、傾斜、急激

な温度変換等を与えない方法を実施すること。 

 

2.5 試験・検査 

2.5.1 一般的要求事項 

(1) 本仕様書に規定された試験・検査は、受注者の責任において行うものとする。 

(2) 試験・検査は、原子力機構が確認した試験・検査要領書に従って実施する

こと。 

(3) 原子力機構は、本件で要求した試験・検査に立会う権利を有するものとす

る。 

(4) 受注者は、必要に応じて試験・検査を下請けさせることが出来るが、いか

なる場合といえども受注者の責任において行うものとする。 

(5) 受注者は検査を、必要な知識、技能、経験を有する検査員又は有資格者に

行わせなければならない。 

(6) 試験・検査の項目及び方法については、本仕様書又はメーカ基準等による

ものとし、これらに明示なきものについては、他の適切な基準によるものと

する。 

(7) 試験・検査に用いる装置、機器、計器類は、当該の試験・検査に必要な精

度を持ち、校正済のものを必要な数量用意しなければならない。 

(8) 協力会社の工場等において使用前自主検査、定期事業者検査並びに自主検

査等又はその他の活動を行う際、原子力規制委員会の職員による当該工場

等への立入りを要請した場合は、これに応じる義務を有する。 

 

2.5.2 技術的要求事項 

(1)試験・検査の計画 

受注者は、次の事項を考慮した試験・検査要領書を作成し、原子力機構の確

認を得ること。 

① タイミング 

② 対象品目 

③ 実施項目 

④ 検査方法 

⑤ 判定基準 

⑥ 立会検査の有無 

⑦ 合格による処置（次工程への進捗許可、出荷許可等の確認条件とその 

方法） 
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⑧ 実施場所 

⑨ 検査員に必要な知識・技能、備えるべき資格等 

⑩ 適用又は準用する法令、規格、基準 

⑪ 記録項目 

(2)検査の方法 

本件の検査･試験は、以下の項目･方法、合否判定基準とする。 

① 材料検査（記録確認） 

検査方法： 

強度部材の主要成分、機械特性値等が JIS で定める基準範囲内であるこ

とを、鋼材メーカ発行の材料証明書（ミルシート）と JISとを照合して確

認する。 

判定基準： 

強度部材の主要成分、機械特性値等が JIS で定める基準範囲内であること。 

② 耐放射線性の確認（記録確認） 

検査方法： 

照射試験成績書又は技術資料等との照合により、本製作品に使用する 

樹脂部品、潤滑材等の耐放射線性が 106Gy以上であることを確認する。 

判定基準： 

照射試験成績書又は技術資料等との照合により、本製作品に使用する 

樹脂部品、潤滑材等の耐放射線性が 106Gy以上であること。 

③ 外観員数検査 

検査方法： 

(a) 形状及び仕上がり状態(特に、多芯コネクタのキー位置等の遠隔取合部)

が、製作図等に示す形状及び仕上がりと相違ないことを、目視により確

認する。 

(b) 機能、性能に有害な影響を及ぼす傷や変形、欠け、機械加工面のバリ、

凸凹等がないことを、目視により確認する。 

(c) 員数を確認する。 

判定基準： 

(a) 形状及び仕上がり状態(特に、多芯コネクタのキー位置等の遠隔取合部)

が、製作図等に示す形状及び仕上がりと相違ないこと。 

(b) 機能、性能に有害な影響を及ぼす傷や変形、欠け、機械加工面のバリ、

凸凹等がないこと。 

(c) 員数が仕様書通りであること。 
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④ 寸法検査 

検査方法： 

主要部（取合いに係る部分を含む）の寸法を直尺、ノギス等により計測し、

製作図等に示す寸法公差内であることを確認する。 

判定基準： 

主要部（取合いに係る部分を含む）の寸法が、製作図等に示す寸法公差内で

あること。 

⑤ 電気特性検査 

検査方法： 

(a) 製作品の測定対象となる箇所が、規定の耐電圧、絶縁抵抗を有すること 

を確認する。 

(b) 各コネクタのピン番号が、配線接続図と相違ないことを確認する。 

判定基準： 

(a) 関係規格等に定める耐電圧があり、絶縁抵抗値が 5MΩ以上であること。 

(b) 各コネクタのピン番号が、配線接続図と相違ないこと。 

⑥ 機能・性能検査 

請求番号「0702C01930」で製作している模擬溶融炉及び残留ガラス除去装置

を使用して、カメラ治具、耐放射線 ITVカメラ及び制御盤との接続・操作を行

い、以下の項目について検査・試験を行う。 

(ⅰ) ガラス除去性能試験 

検査方法： 

模擬ガラスの塊を模擬溶融炉内に設置し、破砕した模擬ガラスをハンドで回 

収できることを確認する。 

(ⅱ) 視認性の確認 

検査方法： 

炉内観察用 ITVカメラ治具、耐放射線性 ITVカメラを使用して、除去操作に

必要な範囲の視野および映像出力が得られることを確認する。 

判定基準： 

除去操作に必要な範囲の視野および映像出力が得られること。 

(ⅲ) 遠隔操作性の確認 

検査方法： 

先端工具が容易に交換できることを確認する。 

判定基準： 

先端工具が容易に交換できること。 

(3) 検査の立会区分 

本件の検査･試験における原子力機構の立会区分は、以下のとおりとする。 
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項 目 原子力機構 受注者 実施場所 

材料検査 △ ■ 受注者工場 

耐放射線性の確認 △ ■ 受注者工場 

外観員数検査 ○ ■ 受注者工場 

寸法検査 ○ ■ 受注者工場 

電気特性検査 ○ ■ 受注者工場 

機能・性能検査 ○ ■ 受注者工場 

○：立会検査 △：記録確認 ■：自主検査   

(4) 検査の実施 

受注者は、確認された試験・検査要領書に従い、試験・検査を実施すること。 

(5) 検査の記録 

受注者は、確認された試験・検査要領書に従い、試験・検査の結果を試験・

検査成績書に記録すること。 

(6) 荷許可の方法 

製作品は、原子力機構の立会による試験・検査が完了し、受注者の検査責任

者による記録等の最終確認後、出荷することとする。 

原子力機構担当者は、工場における試験・検査に合格したことの確認をもっ

て、受注者に出荷許可を伝達する。 

(7) 製品の識別 

受注者は、製作品が試験・検査の結果、出荷可能となった場合には、原子力

機構に納入又は据付されるまでの間、誤使用、劣化を防止するため、適切な

養生･保護・梱包、製品の識別を行い保管すること。 

 

2.6 特記事項 

(1) 予期しない事象が生じた場合の対応 

設計・製作又は検査・試験において、予期しない事象が生じた場合は、

速やかにその事象に対する解析・評価を行い、その結果を報告し、原子力

機構の確認を受けること。また、確認を受けた事象に対する改善・補修等

の方法について原子力機構と協議するとともに、改善・補修計画書を提出

し、原子力機構の確認を受けること。また、確認を受けた計画に基づき、

速やかに復旧するための処置を講じること。 

(2) 受注者への詳細図面の要求等 

原子力機構は、製作･据付する設備･機器が、腐食環境下で使用する機器、

工程上及び保守上重要な機器、開発要素を含む機器であることから、部品

図を含む機器の詳細図の提出を要求する場合がある。なお、原子力機構は、

詳細図の発行に際して、必要な場合には、受注者の要求により、原子力機
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構が負う守秘義務に関する文書を提出する。 

(3) 在庫品を使用する場合の処置 

受注者は、製作・据付の材料に、本件で発注した材料以外の在庫品を使

用する場合は、原子力機構に事前に申し出、材料証明書及び保管状況の記

録（カッティングプランの記録、ステンシル、刻印等）を提出し、当該材

料の発錆、変形、打痕等の有無の確認を受けるものとする。 

なお、この確認が困難な場合は、使用箇所の重要性等に応じて判断し、

チェック分析、材料試験等を実施する。 

－以上－



 

 

別添－1 

産業財産権特約条項 

 

（乙が単独で行った発明等の産業財産権の帰属） 

第１条 乙は、本契約に関して、乙が単独でなした発明又は考案（以下「発明等」という。）に対する特許

権、実用新案権又は意匠権（以下「特許権等」という。）を取得する場合は、単独で出願できるものとす

る。ただし、出願するときはあらかじめ出願に際して提出すべき書類の写しを添えて甲に通知するもの

とする。 

 

（乙が単独で行った発明等の特許権等の譲渡等） 

第２条 乙は、乙が前条の特許権等を甲以外の第三者に譲渡又は実施許諾する場合には、本特約条

項の各条項の規定の適用に支障を与えないよう当該第三者と約定しなければならない。 

 

（乙が単独で行った発明等の特許権等の実施許諾） 

第３条 甲は、第 1 条の発明等に対する特許権等を無償で自ら試験又は研究のために実施することが

できる。甲が甲のために乙以外の第三者に製作させ、又は業務を代行する第三者に再実施権を許諾

する場合は、乙の承諾を得た上で許諾するものとし、その実施条件等は甲、乙協議の上決定する。 

 

（甲及び乙が共同で行った発明等の特許権等の帰属及び管理） 

第４条 甲及び乙は、本契約に関して共同でなした発明等に対する特許権等を取得する場合は、共同

出願契約を締結し、共同で出願するものとし、出願のための費用は、甲、乙の持分に比例して負担す

るものとする。 

 

（甲及び乙が共同で行った発明等の特許権等の実施） 

第５条 甲は、共同で行った発明等を試験又は研究以外の目的に実施しないものとする。ただし、甲は

甲のために乙以外の第三者に製作させ、又は業務を代行する第三者に実施許諾する場合は、無償に

て当該第三者に実施許諾することができるものとする。 

２ 乙が前項の発明等について自ら商業的実施をするときは、甲が自ら商業的実施をしないことにかん

がみ、乙の商業的実施の計画を勘案し、事前に実施料等について甲、乙協議の上、別途実施契約を

締結するものとする。 

 

（秘密の保持） 

第６条 甲及び乙は、第１条及び第４条の発明等の内容を出願により内容が公開される日まで他に漏洩

してはならない。ただし、あらかじめ書面により出願を行った者の了解を得た場合はこの限りではない。 

 

（委任・下請負） 

第７条 乙は、本契約の全部又は一部を第三者に委任し、又は請け負わせた場合においては、その第

三者に対して、本特約条項の各条項の規定を準用するものとし、乙はこのために必要な措置を講じな

ければならない。 

２ 乙は、前項の当該第三者が本特約条項に定める事項に違反した場合には、甲に対し全ての責任を

負うものとする。 

 

（協議） 

第８条 第１条及び第４条の場合において、単独若しくは共同の区別又は共同の範囲等について疑義

が生じたときは、甲、乙協議して定めるものとする。 

 

（有効期間） 

第９条 本特約条項の有効期限は、本契約締結の日から当該特許権等の消滅する日までとする。 
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ブ
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）

炉内観察カメラ治具（Ｐ１ノズル用）ケーブル接続系統概略図

複合同軸ケーブル
（映像信号、ｶﾒﾗ電源、LED電源）

ﾃﾞﾏﾙﾁﾃﾞﾏﾙﾁ基板

（FGG.2K.307.CLAK）
LEMOコネクタ

(回転)
パン動作

チルト動作
(首上げ下げ)

ＣＮ２

ハンドル
パン動作

ハンドル
チルト動作

複合同軸ケーブル

複合同軸ケーブル

（Ｐ１ノズル用）

マーキング線（黒）

※カメラのマーキング線（白）と

を揃えること。
カメラケースのマーキング線（黒）

カメラ
（IRC407L-F1/006L）

カメラケース

カメラ電源、ＬＥＤ電源

映像信号

カメラ電源、ＬＥＤ電源

M214

電気貫通プラグ

固化セル壁

保守区域（Ａ０１８）固化セル(Ｒ００１)

Ｄ

Ｃ（HC1）

Ｂ１１８

（H19）
遠隔コネクタ

遠隔コネクタ
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既設ケーブル（１４ｍ）
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１８Ｃ

１８Ｄ
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遠隔コネクタ
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１８ｃ
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【端子箱】

(TB.B118)
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 1  1炉内観察カメラ治具（Ｐ１ノズル用）配線系統図

固化セル壁

（Ｒ００１）
固化セル

（Ａ０１８）
保守区域

（Ｒ００１）
固化セル

（Ａ０１８）
保守区域

CAMERA

(BNC)(BNC)

２
OUTPUTS

VIDEO

１

OUTPUTS

VIDEO

(BNC)(BNC)

カメラ映像(－)
カメラ映像(＋)
カメラ電源(＋)
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５
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１
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映像(-)
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２
１
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（Ｂ１１８）
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(HC1)

マークチューブ印字名
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M214
TB101
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7
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１４
１３

２

４

1

2

3

4

5

6

9
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１

３

１５

橙
橙
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黒
赤
赤
赤
赤
赤
青

赤
青

１６ TB101-6
TB101-5
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(18D- 2-27)
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TB101-4

１８Ｄ
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通常はＩＴＶ２１４カメラで使用
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９
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１３
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１７
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カメラ電源(＋)
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シールド

カメラ筺体

FSR-2PHCT-1.25SQ 19C
既設ケーブル(14m)

４
３

HRF-ECX 5C2W

CN2-18cｹｰﾌﾞﾙ(20m)

コネクタボックス（CB51.7）

Ｒ
Ｓ

既設ケーブル(14m)
FSR-ECX 7C2V

２
１

１８ｃ

2
1

+12V

Ｊ

Ｔ
Ｎ

Ｋ

Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

Ｍ
Ｌ

(OUT) (IN)
0V

12～21V

0V

(カメラ＋１２Ｖ電源安定化基板)
※　ＣＮ２コネクタ上部に配置

FHHCT-SB 14x0.75SQ

Ｂ
Ａ

2

PL
1

PL
2

デマルチ基板
1

ＣＮ２

(MS3102A-22-14P)

炉内観察カメラ治具（Ｐ１ノズル用）

映像信号にノイズが多い場合はハムイータを挿入する。

映像（+）
映像（-）

+12V
0V
カメラ照明(＋)

映像(－)
映像(＋)

カメラ筐体

１
２
３
４
５
ＦＧ

ＩＴＶカメラ

(FGG.2K.307.CLAK)

カメラ電源(＋)
カメラ電源(－)

複合同軸ケーブル
ｶﾒﾗ照明(+)

ｶﾒﾗ筐体

ｶﾒﾗ電源(-)

映像（+）
映像（-）

ｶﾒﾗ照明(+)

ｶﾒﾗ電源(+)

ｶﾒﾗ電源(+)

ｶﾒﾗ電源(-)

ｶﾒﾗ筐体

映像（+）
映像（-）

映像（+）
映像（-）

映像(+)
映像(-)

映像(+)
映像(-)

映像(＋)
映像(－)

FP 7C2V 映像(+)
映像(-)

TB101-1
TB101-2
TB101-3
TB101-4

TB101-6
赤
赤

赤
赤

橙
橙
橙
黒

TB101-7
TB101-8

TB101-5

カメラ電源(－)
カメラ電源(＋)
カメラ照明(＋)

カメラ筺体

カメラ電源(－)
カメラ電源(＋)
カメラ照明(＋)

カメラ筺体

５

３
４

６
７

中継用
端子台

既設同軸ケーブル 中継アダプタ

【カメラコントロールユニット(CCU)】

コ
ン
セ
ン
ト
へ

ド
ラ
ム

Ｓビデオ
黒

音声Ｒ
赤

白
音声Ｌ

黄

未
使
用 I/O DATA

GV-USB2

【映像編集装置】

（AD-VES-01ST）

DCINLAN
USB

USB

POWERMODE

AUTO
OFF

DC-IN

USB
RAID (背面)

【外付ハードディスク】

キャプチャー
ビデオ

AC100V
1

IN

【TIME BASE CORRECTOR】

2 3 4

IN
GENLOCK

 OUT

【カメラ映像用モニター】

DCIN
VIDEO

コンセントへ
ドラム

制御室（Ｇ２４０）

（炉内観察カメラ映像出力）

ＩＴＶ２１４ラインへ

端子箱
（TB.B118）
ＣＮ２

端子箱内配置
ハムイーター

（ノイズ除去）

同軸

3C2V

同軸
3C2V 7C2V

既設同軸ケーブル

VIDEO

同
軸
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ(
3C
2V
)

同
軸
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ(
3C
2V
)

同軸ｹｰﾌﾞﾙ(3C2V)
(RCA)

(RCA)

カメラ照明(＋)
カメラ筺体

ＣＮボックス筺体

18D-10-35
18D- 9-34

１０
９

５
６
７

１１
１２

８

18D- 5-30
18D- 6-31
18D- 7-32
18D- 8-33

18D-11-36
18D-12-37

マークチューブ印字名

１７
(FD-2HW-2SQx19C)

18D-17-42

(H19)

カメラ筺体
カメラ照明(＋)

カメラ電源(－)
カメラ電源(＋)

ＴＢ２

４２
４１
４０

３３
３２
３１
３０
２９
２８
２７
２６

３９
３８

３４
３５
３６
３７

TB101-6

TB101-4
TB101-1
TB101-2

TB101-3

赤
赤
赤
赤

橙
橙
橙
黒

TB101-7
TB101-8
TB101-5

6
5
4
3
2
1
ＴＢ1

CN2側シールド

CB51.7筐体

緑
緑

（背面）

端子箱(TB.B118)

同軸ｹｰﾌﾞﾙ(3C2V)

※アース線は盤内（TB.B118）にあるので繋ぎ変えること



１軸モータ（＋）

１軸モータ（－）

２軸モータ（＋）

２軸モータ（－）

３軸モータ（＋）

３軸モータ（－）

４軸モータ（＋）

４軸モータ（－）

５軸モータ（＋）

５軸モータ（－）

６軸モータ（＋）

６軸モータ（－）

未　使　用

未　使　用

未　使　用

未　使　用

未　使　用

（DMS3102A-22-14P-RG）

≒０Ω

≒０Ω

≒０Ω

≒０Ω

≒０Ω

≒０Ω

抵抗値
0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｇ

Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｐ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

PIN 信　号　名

【ＣＮ１】

未　使　用

１軸ポテンショ信号

２軸ポテンショ信号

３軸ポテンショ信号

５軸ポテンショ信号

６軸ポテンショ信号

７軸ポテンショ信号

カメラ筐体アース

未　使　用

未　使　用

（DMS3102A-22-14P-RG）

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

PIN 信　号　名

【ＣＮ２】

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｇ

Ｈ

Ｌ

Ｍ

Ｐ

Ｒ

Ｓ

Ｕ

Ｖ

≒０Ω

≒０Ω

≒０Ω

≒０Ω

0.75SQ

≒０Ω

≒０Ω

≒１８ＫΩ

ポテンショ電源(＋)

ポテンショ電源(－)

カメラＬＥＤ(＋)

カメラ信号(＋)

カメラ信号(－)

抵抗値
★ ★

★印の抵抗値は、アナログテスターの

磯崎（忠）

Ｅ

Ｆ

５ ６ ７ ８

公　　差

名　　　称

変　更　日 変　　　　更　　　　内　　　　容

ＤＷＧ．　Ｎｏ．

ＴＩＴＬＥ

ＷＯＲＫ　Ｎｏ．

ｍｍ
ＳＣＡＬＥ ＵＮＩＴＳ

Ｍ２

 

 
処　　　理

材　　　料
ＭＡＴＥＲＩＡＬ

材料寸法
ＳＩＺＥ

ＦＩＮＩＳＨ

ＣＡＬＣ　ＭＡＳＳ

計算質量

指示のない普通寸法公差は，

尺　　　度 単　　　位

改版 変更数

承　　　　認

検　　　　図

製　　　　図

ＣＨＥＣＫＥＤ

ＤＲＡＷＮ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ

設　　　　計
ＤＥＳＩＧＮＥＤｋｇ

作　　番 図　　番

担　　当

改版ＲＥＶ

　　

 1  1

　　／　　／

　　／　　／

　　／　　／

ＩＴＳ－ＤＡ００９による

　０
磯崎（忠）

磯崎（忠）

磯崎（忠）
1 2

レニューアル　【ＣＮ１、ＣＮ２ケーブル対応】

ケーブル健全性確認治具　結線図

Ｍ

１ ２ ３

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

４ ５ ６ ７ ８

４

Ａ

レーザー電源(＋) ※

レーザー電源(－) ※

カメラ電源(－)

カメラ電源(＋)

Ｔ

Ｎ

Ｋ

Ｊ

堆積物除去装置では未使用となる。
形状計測装置でのみ使用。

ＣＣＵから

（１８ＫΩ） （２２ＫΩ） 約ＤＣ＋１５Ｖ

カメラ電源(－)
カメラ電源(＋)

保守区域（Ａ０１８）

１
２

１
２

PL2

入力

出力安定化基板
ＤＣ＋１２Ｖ電源
【デマルチ基板】

出力

PL1
抵抗モードで導通確認する場合の参
考値（良否判定基準値）。

ステンレス製コントロールボックス

部　品　名

AZA12-30　ＣＮ１

AZA12-30　ＣＮ２

AZA15-50　ケーブル健全性確認治具

LPALSC6-P11.50-B45.0-A15-E12-L0-SC10

LPALSC6-P11.50-B30.0-A15-E12-L0-SC10

DMS3102A-22-14P-RG

UWANS80取　手

ネームプレート

ネームプレート

ネームプレート

パネル取付レセプタクル

型　名 数量

１

３

１

１

１

２

２

２

上記用プラスチックダストキャップ 025-0469-000 ２

①

②

③

④

⑤

⑥

BOX-SSB202010

ＣＮ２ ＣＮ１

LPALSC6-P11.50-B45.0-A15-E12-L0-SC10

位置決めキー

位置決めキー

LPALSC6-P11.50-B30.0-A15-E12-L0-SC10

DMS3102A-22-14P-RG

ケーブル健全性確認治具

②
取
手
（
UW
AN
S8
0）

②取手（UWANS80）

②
取
手
（
UW
AN
S8
0）

③ネームプレート

④位置決めピン

⑤位置決めピン

⑥パネル取付け
レセプタクル

【部品取付時注意】

パネル取付レセプタクルを取り付ける際は、位置決めキー
の方向がＣＮ１とＣＮ２では逆になるので注意すること。

①ステンレス製コントロールボックス（BOX-SSB202010）

※印のレーザー電源（＋）、（－）は

コネクタ接続面 半田付け面(裏面)

（ＤＭＳ３１０２Ａ－２２－１４ＲＧ）

※配線作業（半田付け）をする際は、
半田付け面（裏面）のピン配列を
参考にすること。

【パネル取付レセプタクルピン配列】

0.75SQ

予　　　備

予　　　備

    2017／12／13

    2017／12／13

    2017／12／13

    2017／12／13

(高さ４５ｍｍ)

(高さ３０ｍｍ)

位置決めピン（４５ｍｍ）

位置決めピン（３０ｍｍ）

Ｖ

Ｍ

Ｆ

ＡＬ

ＢＮＵＫ

ＣＰＴＪ

ＤＲＳＨ

ＥＧ

位置決めキー

Ｖ ＴＰ ＪＣ

Ｂ Ｎ Ｕ Ｋ

Ａ Ｍ Ｌ

Ｄ Ｒ Ｓ Ｈ

Ｅ Ｆ Ｇ

図－4



2-Φ5.5 ＣＮ２ ＣＮ１

ｹｰﾌﾞﾙ健全性確認治具

200

50

100

50

100

60
8020
0

80
606060

20
0

8060

10050

50

10
0

20
0

62
38

38

Φ37

10
0

2-Φ6.5(A1) 2-Φ6.5(A1)

(A2) (A2)

4-Φ3.2(A3)

Φ37

15.9 15.9

15
.9

15
.9

4-Φ3.2(A3)

2-Φ5.5(A4)

2-Φ5.5(A4) 穴番号

Ａ１

Ａ３

Ａ２

Ａ４

丸穴　Φ３７

丸穴　Φ６.５

丸穴　Φ３.２

丸穴　Φ５.５

加工寸法 数量

４

２

８

６

31.8

31
.876

200

Ａ

４ ８７６５

８７６５４

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

３２１

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

３２１

Ｍ

ステンレス製コントロールボックス　【穴加工寸法図】

ＢＯＸ－ＳＳＢ２０２０１０

    2017／11／16

    2017／11／16

    2017／11／16

    2017／11／16

21

磯崎（忠）

磯崎（忠）

磯崎（忠）

磯崎（忠）

０　

ＩＴＳ－ＤＡ００９による

　　／　　／

　　／　　／

　　／　　／

 1 1

　　
ＲＥＶ改版

担　　当

図　　番作　　番

ｋｇＤＥＳＩＧＮＥＤ
設　　　　計

ＡＰＰＲＯＶＥＤ

ＤＲＡＷＮ

ＣＨＥＣＫＥＤ

製　　　　図

検　　　　図

承　　　　認

変更数改版

単　　　位尺　　　度

指示のない普通寸法公差は，

計算質量
ＣＡＬＣ　ＭＡＳＳ

ＦＩＮＩＳＨ

ＳＩＺＥ

材料寸法

ＭＡＴＥＲＩＡＬ

材　　　料

処　　　理
 

 

Ｍ２

ＵＮＩＴＳＳＣＡＬＥ

ｍｍ

ＷＯＲＫ　Ｎｏ．

ＴＩＴＬＥ

ＤＷＧ．　Ｎｏ．

変　　　　更　　　　内　　　　容変　更　日

名　　　称

公　　差



同軸ケーブル（７Ｃ２Ｖ）

3

1 2

(未使用)

CN3 CN4 CN5CN1CN2

（背面パネル）
ＰＣ盤 電源盤

（背面パネル）

【形状計測装置】

NO.121～135
端子台

先
端
工
具
用
Ａ
Ｃ
電
源

１
～
６
軸
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
電
源

１８Ｈ－１８ｈケーブル（１０ｍ）

１８ｈプラグ

【除去装置２号機用分配ボックス】

ｃｎ１j

先端工具用出力 ＤＣモーター用出力

（CB51.951）分配ボックス
１８ｈ

動力系入力

ｃｎ１プラグ
(MS3106B-32-8P)

電気貫通プラグ

固化セル壁

固化セル(Ｒ００１) 保守区域（Ａ０１８）

Ｇ Ｂ１１９

Ｄ

Ｃ Ｂ１１８

（１～６軸ＤＣモータ電源，先端工具用電磁弁ＡＣ電源）

ＣＮ１
プラグﾃﾞ

ﾏﾙ
ﾁ

ﾃﾞ
ﾏﾙ
ﾁ

プラグ
ＣＮ２

(H22.2.24取付)
ﾃﾞﾏﾙﾁ基板

ＣＮ１－ｃｎ１ケーブル（２０ｍ）

（１～６軸ＤＣモータ電源）

B119(19G)ラインに変更。
の配線系統を B118(18H) ⇒
※ノイズ対策の為、ＤＣモータ

変
更

(H19)

G

【電気貫通プラグ概略配置】

Ｂ１１９

( 固化セル面から見た配置 ）

(H19)

H

(H19)

(HC1)

D

C

Ｂ１１８

映像信号

８７６５４３２１

総合配線概略図(ノイズ対策版)
固化セル内ケーブル健全性確認

磯崎（忠）

磯崎（忠）

０

ＩＴＳ－ＤＡ００９による

　　／　　／

　　／　　／

　　／　　／

 1 1

　　
改版図　　番作　　番

ｋｇＤＥＳＩＧＮＥＤ
設　　　　計

ＡＰＰＲＯＶＥＤ

ＤＲＡＷＮ

ＣＨＥＣＫＥＤ

製　　　　図

検　　　　図

承　　　　認

変更数改版

単　　　位尺　　　度

指示のない普通寸法公差は，

計算質量
ＣＡＬＣ　ＭＡＳＳ

ＦＩＮＩＳＨ

ＳＩＺＥ

材料寸法

ＭＡＴＥＲＩＡＬ

材　　　料

処　　　理
 

 

Ｍ２

ＵＮＩＴＳＳＣＡＬＥ

ｍｍ

ＷＯＲＫ　Ｎｏ．

ＴＩＴＬＥ

ＤＷＧ．　Ｎｏ．

変　　　　更　　　　内　　　　容変　更　日

名　　　称

公　　差

８７６５

Ｍ

Ｅ

Ｆ

担　　当

ＲＥＶ

　

レニューアル　【ＣＮ１、ＣＮ２ケーブル健全性確認】

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ

【端子箱】

ＮＯ．３６～３９

(MS3106B-32-8P)
(TB.B119)

ケーブル健全性確認治具

ＣＮ１ＣＮ２

１）ＣＮ１ケーブルの健全性確認（抵抗測定）時は、電源盤背面のＣＮ５コネクタを取り外して、中継端子箱の端子台（ＮＯ．１２１～１３２）

２）ＣＮ２ケーブル健全性確認（抵抗測定）時は、ＰＣ盤背面のＣＮ４コネクタ、カメラコントロールユニット（ＣＣＵ）のＣＮ１１、ＣＮ１２

【ＣＮ１、ＣＮ２ケーブル健全性の確認（抵抗測定）時の注意事項】

をアナログテスターの抵抗モードで導通確認。

コネクタを取り外して、端子箱（ＴＢ．Ｂ１１８）のＴＢ２端子台（ＮＯ．２６～３９）をアナログテスターの抵抗モードで導通確認。

②中継用端子台の５番ピン（カメラ照明＋）をリフトアップして絶縁処理する。
③カメラコントロールユニット（ＣＣＵ）のＣＮ１２を接続後に電源をＯＮにする。

３）デマルチ基板の健全性（ＤＣ１２Ｖ出力電圧）の確認をする際は、ＣＮ２ケーブル健全性確認で異常ことを確認後に以下の①～③を処置して、

確認。
①ＰＣ盤背面のＣＮ４コネクタを取り外して、ＰＣ盤前面のレーザースイッチ（ＳＷ１）がＯＦＦであることを確認する。

１～６軸ＤＣモータ電源、先端工具用電磁弁ＡＣ電源（２０ｍ）

NO.26～39
端子台

１
～
６
軸
ポ
テ
ン
シ
ョ
、
レ
ー
ザ
ー
電
源

カメラ電源、ＬＥＤ電源

１～６軸ポテンショ、レーザー電源 ＮＯ．２６～３５

NO
.1
～
8

6SE3246

M214
TB101
ﾀﾞﾐｰｺﾈｸﾀ

Ｃ
Ｎ
２
－
１
８
ｃ
ケ
ー
ブ
ル
（
２
０
ｍ
）

通常はITV214で使用

18c

１８ｃ

（R19）
遠隔コネクタ

CB51.7

コネクタボックス 遠隔コネクタ

遠隔コネクタ

１８Ｄ

１８Ｃ

（H19）

（HC1）

１９Ｇ

遠隔コネクタ
（H19）

(映像信号)

既設ケーブル（１４ｍ）

既設同軸ケーブル　７Ｃ２Ｖ（１４ｍ）

(カメラ・ＬＥＤ電源，１～６軸ポテンショ、レーザー電源)

(カ
メ
ラ
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
源
，
１
～
６
軸
ポ
テ
ン
シ
ョ
、
レ
ー
ザ
ー
電
源
)

端子箱（ＴＢ．Ｂ１１８）のＴＢ２端子台（ＮＯ．３４、３５）をデジタルテスター（ＤＣ電圧モード）で約１１Ｖが出力されていることを

37

7

カ
メ
ラ
電
源
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
源

ノイズ除去

イーター

ハム

同
軸
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ(
3C
2V
)

カメラ電源、ＬＥＤ電源

CN13 CN12CN15CN14 CN11

カ
メ
ラ
電
源
(－
)

カ
メ
ラ
電
源
(＋
)

カ
メ
ラ
照
明
(＋
)

カ
メ
ラ
照
明
(－
)

カ
メ
ラ
筐
体

(3
C2
V)

    2017／12／13

    2017／12／13

    2017／12／13

    2017／12／13

制御室へ (ITV214ﾗｲﾝ)

※指示なき同軸ケーブルは、３Ｃ２Ｖを使用。

高橋（秀）

 松  村がない

１

１

１２Ｖ１

２ 磯崎(忠)無負荷状態で測定するため電圧降下が生じない。誤記訂正。2018／12／06

【ケーブル健全性確認治具】

【端子箱】

(TB.B118)

TB2

NO
.2
6～
42

【CN2ｹｰﾌﾞﾙﾁｪｯｸ】

Ω

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃｽﾀ ｱﾅﾛｸﾞﾃｽﾀ

38 39

43 65

36　電圧確認時は、５番
　端子を取り外して、
　絶縁処理する。

※デマルチ基板の出力

【中継用端子台】

Ω

ｱﾅﾛｸﾞﾃｽﾀ

取
り
外
す

【CN2ｹｰﾌﾞﾙﾁｪｯｸ】

ノイズ除去

同
軸
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ(
3C
2V
)

イーター

ハム

【ＣＣＵ】

カメラ制御カメラ入力制御盤入力
映像出力
2１

コネクタを取り外すこと。
（ＣＮ１１、１２、１４）

※ケーブル健全性確認作業は、

て電源をＯＮにする。
ブル（ＣＮ１２）を接続し

※デマルチ基板出力電圧確認
作業時は、カメラ制御ケー

Ω

【CN1ｹｰﾌﾞﾙﾁｪｯｸ】

端子台
NO.121～135

ｱﾅﾛｸﾞﾃｽﾀ

【中継端子箱】

（ＣＮ４、５）
取り外すこと。
作業は、コネクタを
※ケーブル健全性確認

１～６軸ポテンショ、レーザー電源(２０ｍ)



貫通プラグ

固化セル壁

保守区域
（Ａ０１８）

固化セル
（Ｒ００１）

（Ｂ１１８）
１８Ｃ１８ｃ

１８ｈｃｎ１

ｊ
【先端工具用出力】

【動力系入力】【ＤＣモーター用出力】

分配ボックス（CB51.951）

２軸モータ（＋）
２軸モータ（－）
３軸モータ（＋）
３軸モータ（－）
４軸モータ（＋）
４軸モータ（－）
５軸モータ（＋）
５軸モータ（－）
６軸モータ（＋）
６軸モータ（－）

１軸モータ（－）
１軸モータ（＋）

2017/12/13

2017/12/13

固化セル内ケーブル健全性確認
総合配線系統図(ノイズ対策版)

レニューアル　【ＣＮ１、ＣＮ２ケーブル健全性確認】

3C2V
ＩＴＶ２１４
ラインへ

制御室

（TB.B118）
端子箱
ＣＮ２

 7C2V 3C2V

端子箱内配置
ハムイーター

１３５
１３４
１３３

絶縁処理

映像出力１

(BNC)

CN11

(BNC)(BNC)

CN15

(BNC)(BNC)

映像入力

映像出力２

CN14

(MS3102A-24-28S)

(MS3102A-24-28P)
ＦＬＧ

AC100V(L)
AC100V(N)

CN13

カメラ筺体

カメラ照明(＋)
カメラ電源(＋)

カメラ照明(－)

カメラ電源(－)

Ｋ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ａ

Ｋ
Ｔ
Ｖ

Ｋ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ａ

マークチューブ印字名

ＰＣ盤
ＣＮ４ＣＮ４

(MS3106B-22-14P)

カメラ照明(－)
７
６
５
４
３

カメラ筺体

カメラ照明(＋)
カメラ電源(＋)
カメラ電源(－)

機
器
付
属
ケ
ー
ブ
ル

※１　カメラ電源（－）とカメラ照明（－）間をジャンパーして
ＧＮＤ（０Ｖ）を共通にしている。

※１

機器付属ｹｰﾌﾞﾙ(20m)
F-CVV-S 20ｘ1.25SQ

機器付属ｹｰﾌﾞﾙ(20m)
F-CVV-S 20ｘ1.25SQ

(MS3106B-24-7P)

マークチューブ印字名

UP

端子箱(TB.B118)
M214
TB101

ﾀﾞﾐｰｺﾈｸﾀ

７
６
５
４
３

１３５
１３４
１３３

中継
端子箱

３４
３３
３２
３１
３０
２９
２８
２７
２６

４０
３９
３８

３６
３７

３５

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｌ
Ｋ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ａ

ＣＮ５

F-CVV 4x2SQ
機器付属ｹｰﾌﾞﾙ(25m)

３相３線式

(50A/250V)

建屋電源

(AC200V用)

コンセントへ

２００Ｖ ３Φ

Ｓ相
Ｔ相

Ｒ相

アース Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ａ

Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｓ
Ｈ
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

(MS3102A-20-4P)

(MS3102A-24-7S)

(MS3102A-22-14S)

電源盤

電源盤筐体

ＣＮ１

Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ａ

Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｓ
Ｈ
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｌ
Ｋ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ａ

ＣＮ５

(MS3102A-32-8S)

(MS3102A-32-8S) (MS3102A-32-8S)

※　指示なき線は、BX-ER500(0.75SQ)とする。

FHHCT-SB 14x0.75SQ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

Ｊ
Ｋ
Ｌ

I

Ｖ

Ｔ
Ｕ (予備)
(予備)

Ｋ
Ｌ

AC100V(L)
AC100V(N)

（社内製作）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

Ｊ
Ｋ
Ｌ

I

Ｖ

Ｔ
Ｕ

１
２
３
４
５
６
７

１０
１１
１２
１３

８
９

１４
１５

2SQ20C

CN1－cn1ｹｰﾌﾞﾙ(20m)
18H-18hｹｰﾌﾞﾙ(10m)

(FD-2HW-2SQx19C)

18G- 1-121
18H- 2-122
18H- 3-123
18H- 4-124
18H- 5-125
18H- 6-126
18H- 7-127
18H- 8-128
18H- 9-129
18H-10-130
18H-11-131
18H-12-132
18H-13-133
18H-14-134
18H-15-135

（CB51.7）コネクタボックス

FSR-ECX 7C2V
既設ケーブル(14m)

映像(－)
映像(＋)

１
２

FSR-2PHCT-1.25SQ 19C
既設ケーブル(14m)

ＣＮボックス筐体

２

４

1

2

3

4

１

３
橙
橙
橙
黒

TB101-3
TB101-2
TB101-1(18D- 3-28)
(18D- 2-27)
(18D- 1-26)
(18D- 4-29)TB101-4

(カメラ＋１２Ｖ電源安定化基板)
(R19)

CN2-18cｹｰﾌﾞﾙ(20m)

HRF-ECX 5C2W

通常はＩＴＶ２１４カメラで使用

１
２

映像＋
映像－

３
４
５
６
７
８
９
１０

１７
１８

FHHCT-SB 14x0.75SQ

※　ＣＮ２コネクタ上部に配置

    /   /  

    /   /  

    /   /  

０磯崎（忠）

磯崎（忠） １１

０Ｖ

２）ＣＮ２ケーブルの健全性確認時は、形状計測装置のＰＣ盤前面に配置してあるレーザースイッチ（ＳＷ１）がＯＦＦであることを確認すること。

３）ＣＮ２ケーブルの健全性確認時は、ＰＣ盤背面のＣＮ４コネクタ、カメラコントロールユニット（ＣＣＵ）背面のＣＮ１１（カメラ入力）、ＣＮ１２（カメラ制御）コネクタの接続ケーブルを取り外すこと。

４）ＣＮ２ケーブルの健全性確認時は、映像信号系のＢＮＣコネクタ、中継端子箱（ＴＢ．Ｂ１１８）の端子台（ＴＢ２）のＮＯ．２６～３３、３６，３７をアナログテスタの×１レンジを使って導通確認（抵抗測定）する。

５）ＣＮ２ケーブルの健全性確認時は、中継端子箱（ＴＢ．Ｂ１１８）の端子台（ＴＢ２）の３４－３５間（デマルチ基板出力側）、３８－３９間（デマルチ基板入力側）の抵抗測定時はアナログテスタの×１Ｋレンジで測定すること。

【ケーブル健全性確認時の注意事項】

６）デマルチ基板の作動確認（出力電圧確認）をする際は、以下の①～②を処置した後にカメラコントロールユニット背面のＣＮ１２（カメラ制御）コネクタにケーブルを接続して電源スイッチをＯＮにしたら、端子箱（ＴＢ．Ｂ１１８）の

１
２
３
４

ポテンショ電源(－)
ポテンショ電源(＋)
２軸ポテンショ信号

(HC1)

(H19)

１８Ｄ

貫通プラグ
（Ｂ１１８）

貫通プラグ
（Ｂ１１９）
１９Ｇ

１軸ポテンショ信号ポテンショ電源(＋)

１軸ポテンショ信号
２軸ポテンショ信号

４軸ポテンショ信号
３軸ポテンショ信号

５軸ポテンショ信号
６軸ポテンショ信号

未使用

ポテンショ電源(－)

FP 7C2V

レーザー電源(－)
レーザー電源(＋)

カメラ筺体

カメラ電源(－)

ポテンショ電源(－)

カメラ照明(＋)

カメラ電源(＋)

６軸ポテンショ信号
５軸ポテンショ信号
４軸ポテンショ信号
３軸ポテンショ信号
２軸ポテンショ信号
１軸ポテンショ信号

シールド

ポテンショ電源(＋)

電磁弁ＡＣ電源(Ｌ)
電磁弁ＡＣ電源(Ｎ)

６軸モータ(－)
６軸モータ(＋)
５軸モータ(－)
５軸モータ(＋)
４軸モータ(－)
４軸モータ(＋)
３軸モータ(－)
３軸モータ(＋)
２軸モータ(－)

１軸モータ(－)
２軸モータ(＋)

１軸モータ(＋)

シールド

AC200V(T)
AC200V(S)
AC200V(R)

COM

ＴＢ４

（TB.B119）
端子箱

１３２
１３１
１３０
１２９
１２８
１２７
１２６
１２５
１２４
１２３
１２２
１２１

５軸モータ（＋）
５軸モータ（－）
６軸モータ（＋）
６軸モータ（－）

１軸モータ（＋）
１軸モータ（－）
２軸モータ（＋）
２軸モータ（－）
３軸モータ（＋）
３軸モータ（－）
４軸モータ（＋）
４軸モータ（－）

１）ＣＮ１ケーブルの健全性確認時は、電源盤背面のＣＮ５コネクタの接続ケーブルを取り外して、中継端子箱の端子台のＮＯ．１２１～１３２でアナログテスタの×１レンジで導通確認（抵抗測定）すること。

2017/12/13

2017/12/13
高橋（秀）

 松　村

０Ｖ

１

１ ２

①　形状計測装置のＰＣ盤背面にあるＣＮ４コネクタの接続ケーブルが外されていること及びＰＣ盤前面に配置されているレーザースイッチ（ＳＷ１）がＯＦＦになっていることを再確認する。

②　中継用端子台の５番端子（カメラ照明＋）を取り外し絶縁処理する。

１２Ｖ１

2018/12/06  磯崎(忠)無負荷状態で電圧測定するため電圧降下が生じない。

　　端子台（ＴＢ２）の３４（＋），３５（－）をデジタルテスタの直流（ＤＣ）電圧モードで測定して約１１Ｖが出力されることを確認する。

カメラコントロールユニット（ＣＣＵ）

CN12
コネクタを取り外す。
ケーブル導通確認時は

デマルチ基板電圧確認時
はコネクタを接続する。

(MS3106B-24-28P)

取り外す

取り外す

端子箱

１２１
１２２
１２３
１２４
１２５
１２６
１２７
１２８
１２９
１３０
１３１
１３２

Ω

＋

アナログテスタ

参考値
０Ω
０Ω

０Ω

０Ω
０Ω

１２１－１２２
１２３－１２４
１２５－１２６
１２７－１２８
１２９－１３０
１３１－１３２

０Ω

【ＣＮ１ケーブル健全性確認】

※　×１レンジで測定。

測定端子番号
中継端子箱

【デマルチ基板の健全性(出力電圧)確認】
※ＤＣ測定レンジで約１２Ｖ出力されていることを確認する。

中継

デジタルテスタ

＋COM

をする際は、中継端子台の５番

を取り外して絶縁処理すること。

５

７
６

４
３

中継用
端子台

※２

既設同軸ケーブル
取り外す

（ノイズ除去）

参考値ＢＮＣコネクタ
０Ω芯線-シールド

【ＣＮ２ケーブル健全性確認】

※　×１レンジで測定。
ハムイーター
端子箱内配置

＋

Ω

COM

3C2V

（ノイズ除去）

カメラ筺体

カメラ照明(＋)
カメラ電源(＋)
カメラ電源(－)

アナログテスタ

１８ＫΩ

２６－２７
２８－２９
３０－３１
３２－３３

ＴＢ２端子

３４－３５
３６－３７
３８－３９★

★

２２ＫΩ

参考値
０Ω
０Ω

０Ω

０Ω

【ＣＮ２ケーブル健全性確認】

０Ω

端　子　箱

★印は×１Ｋレンジ、

で測定すること。
その他は×１レンジ

＋

Ω

COM

アナログテスタ

（TB.B118）

※２　デマルチ基板の出力電圧の確認

7

8
TB101-8
TB101-7(18D-14-39)
(18D-13-38)

１４
１３

5

6

9

10

１５
赤
赤
赤
赤
赤
青

赤
青

１６ TB101-6
TB101-5(18D-15-40)
(18D-16-41) ５

６
７
８

カメラ電源(－)
カメラ電源(＋)

未使用
シールド

３７
３６

２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３

カメラ筺体

カメラ電源(＋)
カメラ電源(－)

カメラ照明(＋)
３５
３４

３８
３９

４２
４１
４０
赤
赤
赤
赤

橙
橙
黒

18D-10-35
18D- 9-34

１０
９

５
６
７

１１
１２

８

18D- 5-30
18D- 6-31
18D- 7-32
18D- 8-33

18D-11-36
18D-12-37

マークチューブ印字名

１７
(FD-2HW-2SQx19C)

18D-17-42
＋１５Ｖ

２
１
４

７
８
５
６

３軸ポテンショ信号
４軸ポテンショ信号
５軸ポテンショ信号
６軸ポテンショ信号

レーザー電源(－)
レーザー電源(＋)

カメラ照明(＋)
カメラ筺体

ＣＮボックス筺体

(H19)

１軸ポテンショ信号
２軸ポテンショ信号

４軸ポテンショ信号
３軸ポテンショ信号

５軸ポテンショ信号
６軸ポテンショ信号

ポテンショ電源(－)

レーザー電源(－)
レーザー電源(＋)

＋１２Ｖ

２６
ＴＢ２
橙３ ポテンショ電源(＋)

端子箱１６
１５

１２
１１

0V
12～21V

2 2+12V
0V

１３
１４

レーザー電源(－)
レーザー電源(＋)

カメラ電源(＋)
カメラ電源(－)

カメラ照明(＋)

シールド

カメラ筺体

デマルチ基板(OUT) (IN)

PL
1

PL
2

11

ポテンショ電源(＋)

(MS3102A-22-14P)

（社内製作）

(MS3102A-22-14P)

信　号　名 PIN
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

Ｋ

Ｍ
Ｌ

Ｎ
Ｕ

Ｊ

信　号　名 PIN
Ｒ

カメラ信号(－)
カメラ信号(＋)

Ｓ

レーザー電源(－)
レーザー電源(＋) Ｊ

Ｔ
Ｎ

Ｋ

カメラ電源(－)
カメラ電源(＋)

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

Ｍ
Ｌ

ポテンショ電源(－)

２軸ポテンショ信号
１軸ポテンショ信号

３軸ポテンショ信号
４軸ポテンショ信号
５軸ポテンショ信号
６軸ポテンショ信号

カメラ照明(＋)
カメラ筐体

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ
0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

１軸モータ（＋）
１軸モータ（－）
２軸モータ（＋）
２軸モータ（－）
３軸モータ（＋）
３軸モータ（－）
４軸モータ（＋）
４軸モータ（－）
５軸モータ（＋）
５軸モータ（－）
６軸モータ（＋）
６軸モータ（－）
予　　　備
予　　　備

ケーブル健全性確認治具

ＣＮ２

ＣＮ１



Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｇ

PIN 信　号　名

（DMS3102A-22-14P-RG）

PIN 信　号　名

【ＣＮ２】

Ｕ

Ｖ

Ｅ

Ｆ

５ ６ ７ ８

公　　差

名　　　称

変　更　日 変　　　　更　　　　内　　　　容

ＤＷＧ．　Ｎｏ．

ＴＩＴＬＥ

ＷＯＲＫ　Ｎｏ．

ｍｍ
ＳＣＡＬＥ ＵＮＩＴＳ

Ｍ２

 

 
処　　　理

材　　　料
ＭＡＴＥＲＩＡＬ

材料寸法
ＳＩＺＥ

ＦＩＮＩＳＨ

ＣＡＬＣ　ＭＡＳＳ

計算質量

指示のない普通寸法公差は，

尺　　　度 単　　　位

改版 変更数

承　　　　認

検　　　　図

製　　　　図

ＣＨＥＣＫＥＤ

ＤＲＡＷＮ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ

設　　　　計
ＤＥＳＩＧＮＥＤｋｇ

作　　番 図　　番

担　　当

改版ＲＥＶ

　　

 1  1

　　／　　／

　　／　　／

　　／　　／

ＩＴＳ－ＤＡ００９による

　０
磯崎（忠）

1 2

Ｍ

１ ２ ３

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

４ ５ ６ ７ ８

４

Ａ

【ＣＮ７】

カメラ映像（＋）

カメラ映像（－）

カメラ電源（＋）

電源／照明（－）

カメラ筐体

カメラ照明（＋）

未　使　用

Ｒ

Ｓ

Ｎ カメラ電源（＋）

カメラ映像（＋）

カメラ映像（－）

Ｔ 電源／照明（－）

Ｍ カメラ筐体

Ｌ カメラ照明（＋）

Ａ

Ｂ

ポテンショ電源（＋）

ポテンショ電源（－）

Ｃ

Ｄ

１軸ポテンショ信号

２軸ポテンショ信号

Ｅ ３軸ポテンショ信号

Ｆ

Ｇ

Ｈ ６軸ポテンショ信号

５軸ポテンショ信号

４軸ポテンショ信号

Ｊ

Ｋ

Ｔ

未　使　用

未　使　用

予　備　１

予　備　２

未　使　用

（DMS3102A-16S-1P-RG）

共通０Ｖ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

0.75SQ

ＣＮ２

位置決めキー

③ネームプレート

ＣＮ７

⑤位置決めピン
(高さ３０ｍｍ)

④位置決めピン
(高さ４５ｍｍ)

レセプタクル

【部品取付時注意】

パネル取付レセプタクルを取り付ける際は、位置決めキー

①ステンレス製コントロールボックス（BOX-SSB202010）

の方向がＣＮ２とＣＮ７では違うので注意すること。

②
取
手
（
UW
AN
S1
0-
80
-2
7）

②
取
手
（
UW
AN
S1
0-
80
-2
7）

②取手（UWANS10-80-27）

位置決めキー

(高さ２０ｍｍ)

⑦パネル取付け

(高さ２０ｍｍ)

⑥位置決めピン

⑥位置決めピン

コネクタ接続面 半田付け面(裏面)

（ＤＭＳ３１０２Ａ－２２－１４ＲＧ）

Ｖ

Ｍ

Ｆ

ＡＬ

ＢＮＵＫ

ＣＰＴＪ

ＤＲＳＨ

ＥＧ

位置決めキー

Ｖ ＴＰ ＪＣ

Ｂ Ｎ Ｕ Ｋ

Ａ Ｍ Ｌ

Ｄ Ｒ Ｓ Ｈ

Ｅ Ｆ Ｇ

※配線作業（半田付け）をする際は、半田付け面（裏面）のピン配列を参照のこと。

【ＣＮ７パネル取付レセプタクルピン配列】

（ＤＭＳ３１０２Ａ－１６Ｓ－１Ｐ－ＲＧ）

Ａ

Ｂ

ＣＤ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

位置決めキー

コネクタ接続面 半田付け面(裏面)

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

【ＣＮ２パネル取付レセプタクルピン配列】

カメラ作動確認治具（南側作業台用）

レニューアル　（堆積物除去装置３号機）

ステンレス製コントロールボックス

部　品　名

LPALSC6-P11.50-B45.0-A15-E12-L0-SC10

LPALSC6-P11.50-B30.0-A15-E12-L0-SC10

取　手

ネームプレート

ネームプレート

ネームプレート

型　名 数量

１

３

１

１

１

①

②

③

④

⑤

BOX-SSB202010

位置決めピン（４５ｍｍ）

位置決めピン（３０ｍｍ）

UWANS10-80-27

DMS3102A-22-14P-RGパネル取付レセプタクル

⑥

⑦
１

１

位置決めピン（２０ｍｍ）

１

１

LPALSC6-P11.50-B20.0-A15-E12-L0-SC10 １

パネル取付レセプタクル １

１
⑧

NMS25043-16D

NMS25043-22D上記用防塵キャップ

上記用防塵キャップ

    2018／05／31

    2018／06／05
鈴木（孝）

高橋（秀）

レセプタクル
⑧パネル取付け

松　村

AZA12-30　ＣＮ２

AZA12-30　ＣＮ７

    2018／12／06

    2018／12／07

カメラ作動確認治具

AZA15-50　カメラ作動確認治具

DMS3102A-16S-1P-RG

図－5



ＣＮ２

200

50

100

50

100

60
8020
0

80
606060

20
0

8060

10050

50

10
0

20
0

62

10
0

2-Φ6.5(A1)

(A2)

Φ37

穴番号

Ａ１

Ａ２ 丸穴　Φ３７

丸穴　Φ６.５

加工寸法 数量

４

200

Ａ

４ ８７６５

８７６５４

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

３２１

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

３２１

Ｍ

ステンレス製コントロールボックス　【穴加工寸法図】

ＢＯＸ－ＳＳＢ２０２０１０

21

磯崎（忠）

磯崎（忠）

０　

ＩＴＳ－ＤＡ００９による

　　／　　／

　　／　　／

　　／　　／

 1 1

　　
ＲＥＶ改版

担　　当

図　　番作　　番

ｋｇＤＥＳＩＧＮＥＤ
設　　　　計

ＡＰＰＲＯＶＥＤ

ＤＲＡＷＮ

ＣＨＥＣＫＥＤ

製　　　　図

検　　　　図

承　　　　認

変更数改版

単　　　位尺　　　度

指示のない普通寸法公差は，

計算質量
ＣＡＬＣ　ＭＡＳＳ

ＦＩＮＩＳＨ

ＳＩＺＥ

材料寸法

ＭＡＴＥＲＩＡＬ

材　　　料

処　　　理
 

 

Ｍ２

ＵＮＩＴＳＳＣＡＬＥ

ｍｍ

ＷＯＲＫ　Ｎｏ．

ＴＩＴＬＥ

ＤＷＧ．　Ｎｏ．

変　　　　更　　　　内　　　　容変　更　日

名　　　称

公　　差

カメラ作動確認治具

松　　村

高橋（秀）

ＣＮ７

Φ27

24.6
31.8

31
.8

24
.676

2-Φ6.5(A1)

56

１

丸穴　Φ３.２

丸穴　Φ５.５

８

６

2-Φ5.5(A5)

Ａ５

2-Φ5.5(A5)

2-Φ5.5（A5）

Ａ４

4-Φ3.2(A4) 4-Φ3.2(A4)

１Ａ３ 丸穴　Φ２７

(A3)

    2018／06／04

    2018／06／04

    2018／06／04

    2018／06／04



Ａ

４ ８７６５

８７６５４

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

３２１

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

３２１

Ｍ

１１

(TB.B118)

【電気貫通プラグ用端子箱】 ※指示なき同軸ケーブルは、３Ｃ２Ｖを使用。

HC1ｺﾈｸﾀ

H19ｺﾈｸﾀ

電気貫通プラグ

固化セル壁

同軸ケｹｰﾌﾞﾙ(7C2V)

端子台
TB2TB101

M214

NO
.1
～
8

NO.36～39
ﾀﾞﾐｰｺﾈｸﾀ

6SE3246

映像信号

カメラ電源、ＬＥＤ電源

工事用電源盤

VFK-2

コンセント盤
単相100V三相200V

の通路壁面に設置
流下ノズル盤付近

※Ｍ３．５ネジ

ＩＴＶ２１４
ライン

９５ｍ
制御室[Ｇ２４０]の視聴覚システムへ

21

3

接続
BNC

DC-IN

(背面)

USB

POWERMODE

RAID
OFF
AUTO

DCINLANDCINLAN
USB
USB

LANｹｰﾌﾞﾙ(ｸﾛｽｵｰﾊﾞｰ)

CAMERA OUTPUTS
VIDEO

MAINS SUPPLY
100V

CONTROL PANEL
EXTERNAL

2１
FUSE 2A（背面）

【カメラコントロールユニット(CCU)】

【映像分配器(C-VD6)】

BA

A B
VIDEO IN

VIDEO OUT

1IN6OUT

2IN3OUT

（背面）

【外付ハードディスク】 【映像編集装置】 【映像記録装置】

（AD-VES-01ST） （AD-VCS-01ST）

原
子
力
機
構
製
作
ケ
ー
ブ
ル

ハム

イーター

ノイズ除去

同軸ｹｰﾌﾞﾙ(3C2V)

NO
.3
6～
39

未
使
用 I/O DATA

ビデオ
キャプチャー

GV-USB2

黄
白
赤
黒

音声Ｌ
音声Ｒ
Ｓビデオ

RCA同軸(3C2V)

同
軸
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ(
3C
2V
)

ハム

イーター

ノイズ除去

（シャープ製）

・２入力３分配
・１入力６分配

切替スイッチ
同軸ｹｰﾌﾞﾙ(3C2V)

ドラムコンセント

（AC100V/15A）

ケ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ

（
10
0V
/1
5A
）

ケ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ

（
10
0V
/1
5A
）

Ｂ１１８

Ｄ

Ｃ

１８Ｄ

１８Ｃ

固化セル(Ｒ００１) 保守区域（Ａ０１８）

DC12VVIDEO IN 同軸ｹｰﾌﾞﾙ(3C2V)DC12VVIDEO IN

視聴覚システム監視盤（LP51.297）

同軸ｹｰﾌﾞﾙ(3C2V)

BNC接続
制御室（Ｇ２４０）

視聴覚システム制御盤

（ＬＰ５１．２００）

同軸ｹｰﾌﾞﾙ(3C2V)

BNC接続

VIDEO

【除去装置カメラ映像用モニタ】

固化セルカメラ映像出力用モニタ２台

（池上通信機製） （池上通信機製）

背面パネル

複合同軸ケーブル（２．７ｍ）

（映像信号、ｶﾒﾗ電源、LED電源）

LEMOコネクタ
（FGG.2K.307.CLAK）

【カメラ取付け台】

（IRC407L-F1/006L）
カメラ

Ｃ
Ｎ
２

カ
メ
ラ
作
動
確
認
治
具

Ｃ
Ｎ
７

【カメラ作動確認治具】

ﾃﾞﾏﾙﾁ

ＣＮ２ または

位置決めキー

位置決めキー

　ＢＳＭの補助フックで釣り上
げて移動すること。

【炉内観察用簡易スペーサ治具】

ＣＮ７

【固化セル南側作業台】

★コネクタには位置決めキーがあるため、接続の向きに注意すること。

Ｃ
Ｎ
２
－
１
８
ｃ
ケ
ー
ブ
ル
（
２
０
ｍ
）

ＣＮ２

Ｃ
Ｎ
７

※軽いため、ＭＳ操作で移動可能。 ※重いため、ＭＳ操作で移動不可。

【ケーブル干渉監視用モニタ】

【電気貫通プラグ概略配置】

(H19)

(HC1)

D

C

Ｂ１１８

位置決めキー 同軸ｹｰﾌﾞﾙ(3C2V)
同軸ｹｰﾌﾞﾙ(3C2V)

DCIN
DCIN

VI
DE
O
Ｌ Ｒ

（Ｉ／Ｏデータ製）

同軸ｹｰﾌﾞﾙ(3C2V)

同
軸
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ

(3
C2
V)

同
軸
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ(
3C
2V
)

コネクタボックス

CB51.7

18c

１８ｃ

遠隔コネクタ
（R19）

※通常はＩＴＶ２１４で使用

カメラ・ＬＥＤ電源
１～６軸ポテンショ

既設ケーブル（１４ｍ）

既設ケーブル（１４ｍ）

７Ｃ２Ｖ(映像信号)

位置決めキー

カメラ作動確認（南作業台用）ケーブル接続概略図



ＡＣＯＮ２ 

ＣＰＵ１

ＡＣＯＮ３ 

ＣＰＵ２
ＡＣＯＮ１

黒

白

黒

白

黒

白

黒

白

黒

白

(BD8-RB)

２２ 

２３

２１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

(1/2) ＣＮ４Ｂ ＣＮ４Ａ

Ｆ ４軸ポテンショ信号 Ｆ 

Ｇ ５軸ポテンショ信号 Ｇ

Ｄ ２軸ポテンショ信号 Ｄ 

Ｅ ３軸ポテンショ信号 Ｅ

Ｂ ポテンショ電源(－) Ｂ 

Ｃ １軸ポテンショ信号 Ｃ

Ａ ポテンショ電源(＋) Ａ

黒

白

黒

白

黒

白

黒

白

黒

白

+12V +12V 

端子台

0V 0V 

+12V （ポテンショ電源＋）

0V （ポテンショ電源－）

信号１ （１軸ポテンショ信号）

信号２

信号３

信号４

信号５

信号６

（２軸ポテンショ信号）

（３軸ポテンショ信号）

（４軸ポテンショ信号）

（５軸ポテンショ信号）

（６軸ポテンショ信号）

N242

ＣＮ３
Ｃ 

Ｄ

機器付属ｹｰﾌﾞﾙ

【スイッチ】

0V
ＣＮ６

+24V

NO COM

NO COM

NO COM

NO COM

NO COM

-  +

１軸(西)

１軸(東)

２軸(南)

２軸(北)

３軸(上)

３軸(下)

４軸(右)

４軸(左)

５軸(上)

５軸(下)

６軸(出)

６軸(戻)
故障復帰

制御入 

連寸

退避

予備

非常停止

【表示灯】
非常停止 
異常

制御入 

連続動作

寸動動作

退避運転中
計測運転中

予備

-  +

-  +

-  +

-  +

-  +

-  +

-  +

信
号
５

信
号
６

信
号
１

信
号
２

信
号
３

信
号
４

Ｅ Ｄ Ｃ ＣＮ６

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ＣＮ５

(MS3102A-16S-1P) 

(MS3108B-16S-1S)

(MS3106B-22-14SY) 

(MS3102A-22-14PY)

[2/2]

+12V

[2/2] 
0V

２ ２ ２

４軸 ５軸 ６軸１軸 ２軸 ３軸
３ １ ３ １ ３ １ ３ １ ３ １ ３ １

２ ２ ２

0V0V

+12Vポテンショメータ RR2100(5KΩ)ｘ６+12V

複合同軸ケーブル(3m)

カメラ筐体

映像(－)

映像(＋)

カメラ電源(－)

ＣＮ７

Ｅ

Ｂ

Ａ

Ｃ 
カメラ電源(＋)

Ｄ

Ｆ 
カメラ照明(＋)

+62.5V カメラ照明(＋) １

ＩＴＶカメラ

+12V カメラ電源(＋) ３

映像(＋) ４
映像(－) ５

カメラ筐体  ＦＧ

(FGG.2K.307.CLAK)

0V カメラ電源(－) ２

(MS3102A-16S-1P)

【ＲＥ－１００Ｌ】
電源スイッチ

(13A/100V)

単相１００Ｖ 

Ｕ  Ｒ相

Ｖ  Ｓ相 

Ｅ アース

機器付属ｹｰﾌﾞﾙ

※掃除機は消費電流が多いため、漏電遮断機付
きのドラムコンセントを使用すること。

単相１００Ｖ/１．３ＫＷ/１３Ａ

壁コンセント 

(AC100V用)

【堆積物除去装置４～６号機】

ポテンショメータ

端子台

EXWV(0.3SQx3Cｼｰﾙﾄﾞ)

(MS3106B-16S-1S)

映像(－)

映像(＋)

映像出力１
1

映像出力２

(BNC) 

2

（ＭＯＮＩ０２） 

DC IN
ＡＣアダプタ

D/A

Ｌ
Ｎ 

ＦＧ

Ｌ
Ｎ 

Ｇ

AC100V

LAN DCIN LAN DCIN

LANｹｰﾌﾞﾙ(ｸﾛｽｵｰﾊﾞｰ)

DC-IN

AUTO
OFF (背面)

RAID

USB

POWERMODE

【外付ハードディスク】

同軸ケーブル

UP  DOWN SELECT
AUDIO 

VIDEO L R

IN
ON MENU
(前面)

OUT (背面)

【信号変換器】

OUT 

HDMI

OUT 

AUDIO VGA DC5V
AUDIO 

VIDEO L R

【カメラコントロールユニット】

（ＣＣＵ）

I/O DATA
白

赤

黒

ビデオ

GV-USB2
（AD-VES-01ST）
【映像編集装置】 【映像記録装置】

（AD-VCS-01ST）

ドラムコンセント

（AC100V）
建屋の壁コンセントへ （AC100V/15A）

未
使
用 音声Ｌ

Ｓビデオ

音声Ｒ キャプチャー

D/A

RCA 黄

VIDEO

(RCA)

同
軸
ケ
ー
ブ
ル

３
Ｃ
２
Ｖ
(１

ｍ
)

【コントロールボックス】

【掃除機（粉砕ガラス回収用）】

USB

USB

（ＭＯＮＩ０３）

AC IN VGA

（ＭＯＮＩ０１）

AC IN VGA

【カメラ映像出力用モニター】

キーボード マウス

【アーム制御用モニタ―】

キーボード マウス

【３Ｄ表示用モニター】

３相２００Ｖ/５．５ＫＷ/２３．８Ａ

先端工具用

電  磁  弁

Ｓ１０１

COM

COM NO 予備接点

NO 電磁弁開

+

(６軸電流) 
ＶＭ１０１

－ -
＋

ボックス筐体

【スイッチボックス】

Ｈ ６軸ポテンショ信号 Ｈ 

Ｊ 集音マイク(＋) Ｊ

Ｋ 集音マイク(－) Ｋ 

(MS3106B-20-27S) (MS3102A-20-27P)

AO1 

AO2 

AI 

DI 

DO

カメラ筐体

電源盤

ＰＣ盤

VGAVGA

(MS3102A-28-21S)

P242
Ａ 

Ｂ

1201 ｂ

1202 ｃ

1203 ｄ

1204 ｅ

1205 ｆ

1206 ｇ

1207 ｈ

1208 ｊ

1101 Ｅ

1102 Ｆ

1103 Ｇ

1104 Ｈ

1105 Ｊ

1106 Ｋ

1107 Ｌ

1108 Ｍ

1109 Ｐ

1110 Ｒ

1111 Ｓ

1112 Ｔ

1113 Ｕ

1114 Ｖ

1115 Ｗ

1116 Ｘ

1117 Ｚ

1119 ｍ

(MS3102A-28-21P)

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｐ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

Ｖ 

Ｗ 

Ｘ 

Ｚ

ｍ

BPL1

BPL3

BPL2

SW9

PL1

PL2

PL3

PL4

ｂ 

ｃ 

ｄ 

ｅ 

ｆ 

ｇ 

ｈ 

ｊ 

Ａ 

Ｂ

NO COM

NO COM

NO COM

NO COM

NO COM

NO COM

NO COM

NO COM

NO COM

NO COM

NO COM

NO COM

NC COM

【電気抵抗測定時の注意事項】

１）各軸ＤＣモータ抵抗測定時は、電源盤背面のＣＮ５ｺﾈｸﾀを取り外して、調整用ケーブルの端子台で測定すること。
２）各軸ポテンショ信号及びレーザー電源の抵抗測定時は、ＰＣ盤背面のＣＮ４コネクタを取り外して、調整用ケーブルの端子台で測定すること。 ３）
カメラ抵抗測定時は、ＣＣＵのＣＮ１２コネクタ及びＣＮ１１を取外して、カメラ抵抗測定治具に接続して測定すること。

３号溶融炉用堆積物除去装置総合配線系統図【訓練版】 １ １

３Ｃ２Ｖ

同軸ケーブル
未使用

ＣＮ２

(BNC) (BNC)
AI 

DI

DO

(BNC)３Ｃ２Ｖ(１ｍ)

AC100V(N) ８

AC100V(L) ７

ＴＢ１１

ＣＴ０１ 

１ ２ ３ ４

FLG ９

ＴＢ１

1807 ７

1808 ８

５ 

６

1804 ４

1801 １

1802 ２

1803 ３

６軸電流検出用

ＣＮ７
Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｊ 

Ｋ

(MS3102A-18-19P)

Ｖ 

Ｗ 

Ｅ

Ｕ

圧縮機

電源盤筐体

【ＴＦＰ５５ＢＢ－１０】

【コンプレッサ（先端工具駆動用エア供給用）】

中継ボックス（CB51.950）

機器付属ｹｰﾌﾞﾙ

ＣＮ－ｊ18ｈ電磁弁AC電源（L）
Ｔ Ｋ 

Ｌ
電磁弁AC電源（N） 

Ｕ

分配ボックス（CB51.951）

1805

1806

F-CVV-S 20ｘ1.25SQ

ＣＮ５

Ｎ シールド

Ｍ 

Ｏ

Ｊ ５軸モータ(－) 

Ｋ ６軸モータ(＋) 

Ｌ ６軸モータ(－)

Ｄ ２軸モータ(－) 

Ｅ ３軸モータ(＋) 

Ｆ ３軸モータ(－) 

Ｇ ４軸モータ(＋) 

Ｈ ４軸モータ(－) 

Ｉ ５軸モータ(＋)

Ｂ １軸モータ(－) 

Ｃ ２軸モータ(＋)

Ａ １軸モータ(＋)

試験用ケーブル(５ｍ)

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

ポテンショ電源(＋)
ポテンショ電源(－) 

１軸ポテンショ信号 

２軸ポテンショ信号 

３軸ポテンショ信号 

４軸ポテンショ信号 

５軸ポテンショ信号 

６軸ポテンショ信号

ＣＮ４

Ｊ シールド【未使用】

Ｒ カメラ電源(－)

Ｄ カメラ電源(＋)

Ｅ カメラ筺体

Ｃ 

Ｌ 

Ｍ 

Ａ 

Ｋ 

Ｕ 

Ｎ

Ｂ

試験用ケーブル（9ｍ）

カメラ筐体

カメラ電源(＋)

カメラ照明(＋)

６軸ポテンショ信号

５軸ポテンショ信号

４軸ポテンショ信号

３軸ポテンショ信号

１軸ポテンショ信号

２軸ポテンショ信号

ポテンショ電源(＋)

ポテンショ電源(－)

【端子台】

Ｔ

Ｎ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

カメラ筐体

カメラ電源(－)

カメラ電源(＋)

カメラ照明(＋)

F-CVV-S 20ｘ1.25SQ

試験用ケーブル(7.8m)

同軸ケーブル ３Ｃ２Ｖ(９ｍ)

１

２

３
４

５

FG

CAMERA
カメラ照明(＋)
カメラ電源(－)

カメラ電源(＋)

映像(＋)
映像(－) 

カメラ筐体
Ｓ

Ｒ
ＣＮ２

Ｌ
Ｍ

カメラ電源(＋)

Ｋ
カメラ照明(＋)

ＣＮ１

Ｄ

Ｂ AC200V(S) 

Ｃ AC200V(T)

Ａ AC200V(R)

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｊ

Ｋ 

Ｌ

J－ｊケーブル 
ＣＮ－Ｊ

(MS3102A-32-8S)

集音マイク(－)

集音マイク(＋)
Ｈ 集音マイク(＋) 

Ｓ 集音マイク(－) 

Ｇ カメラ照明(＋)

ＤＣ２４Ｖサーボモータ T404-011ｘ６

赤

青

赤

青

赤

青

赤

青

赤

青

赤

青

ＣＮ５ 
[1/2]

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ

ＣＮ６ 
[1/2]

Ｍ

Ａ 

Ｂ
黒

白

黒

白

黒

白

黒

白

黒

白

黒

白
ＣＮ３Ａ

端子台 
(2/2)

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９

１

１２

１１

１０

ＣＮ３Ｂ

Ａ １軸モータ（＋）  Ａ  

Ｂ １軸モータ（－）  Ｂ  

Ｃ ２軸モータ（＋）  Ｃ  

Ｄ ２軸モータ（－）  Ｄ  

Ｅ ３軸モータ（＋）  Ｅ  

Ｆ ３軸モータ（－）  Ｆ  

Ｇ ４軸モータ（＋）  Ｇ  

Ｈ ４軸モータ（－）  Ｈ  

Ｊ ５軸モータ（＋）  Ｊ  

Ｋ ５軸モータ（－）  Ｋ  

Ｌ ６軸モータ（＋）  Ｌ  

Ｍ ６軸モータ（－）  Ｍ

(MS3102A-16S-1P) 

(MS3108B-16S-1S)

(MS3102A-20-27P)(BD8-RB) (MS3106B-20-27S) 

(MS3102A-22-14PY)

(MS3106B-22-14SY)

※ 指示なき線は、BX-ER500(0.75SQ)とする。

６軸  ＋  － 
Ｍ

５軸  ＋  － 
Ｍ

４軸  ＋  － 
Ｍ

１軸 
(Ｘ)

２軸  ＋ － 
(Ｙ)

３軸  ＋  － 
(Ｚ) Ｍ

＋ －
Ｍ

建屋電源へ  Ｒ

３相３線式  Ｓ

(AC200V) Ｔ 
Ｅ

(３０Ａ) (30A/250V)

建屋電源へ  Ｒ

３相３線式  Ｓ

(AC200V) Ｔ 
Ｅ

(３０Ａ）

電源盤 【Ｐ－１２】 ノーヒューズブレーカー

建屋の既設ケーブル

建屋の既設ケーブルＭＣＣＢ１４

ＭＣＣＢ１２

６軸モータ（－）

６軸モータ（＋）

５軸モータ（－）

５軸モータ（＋）

４軸モータ（－）

４軸モータ（＋）

３軸モータ（－）

３軸モータ（＋）

２軸モータ（－）

２軸モータ（＋）

１軸モータ（－）

１軸モータ（＋）

機器付属ｹｰﾌﾞﾙ【ＭＣＣＢ１２】 

Ｕ  Ｒ相

Ｖ  Ｓ相
Ｗ  Ｔ相 

Ｅ アース

【端子台】

（L）

（N）
（FHHCT-SB 14x0.75SQ）

試験用ケーブル(5m)

６軸モータ（－）

６軸モータ（＋）

５軸モータ（－）

５軸モータ（＋）

４軸モータ（－）

４軸モータ（＋）

３軸モータ（－）

３軸モータ（＋）

２軸モータ（－）

２軸モータ（＋）

１軸モータ（－）

１軸モータ（＋）
ＣＮ１

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ

Ａ

予備 Ｎ

予備 Ｕ

カメラ電源(－)
Ｔ

カメラ電源(－) 
Ｎ

機器付属ｹｰﾌﾞﾙ(25m)
【ＭＣＣＢ１４】 

Ａ  Ｒ相

Ｂ  Ｓ相
Ｃ  Ｔ相 

Ｄ アース

（14ピン）

MS3106B-22-14P
MS3106B-22-14S（FHHCT-SB 14x0.75SQ）

MS3106B-24-7P

MS3106B-22-14S

MS3106B-32-8P

MS3106B-20-4S(50A/250V)
R542

作業性向上のため、端子台の取り合い部をMSコネクタに変更する。

図－6



Ｍ

１ ２ ３

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

４ ５ ６ ７ ８

５ ６ ７ ８４

公　　差

名　　　称

変　更　日 変　　　　更　　　　内　　　　容

ＤＷＧ．　Ｎｏ．

ＴＩＴＬＥ

ＷＯＲＫ　Ｎｏ．

ｍｍ
ＳＣＡＬＥ ＵＮＩＴＳ

Ｍ２

 

 
処　　　理

材　　　料
ＭＡＴＥＲＩＡＬ

材料寸法
ＳＩＺＥ

ＦＩＮＩＳＨ

ＣＡＬＣ　ＭＡＳＳ

計算質量

指示のない普通寸法公差は，

ＩＴＳ－ＤＡ００９による

尺　　　度 単　　　位

改版 変更数

承　　　　認

検　　　　図

製　　　　図

ＣＨＥＣＫＥＤ

ＤＲＡＷＮ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ

設　　　　計
ＤＥＳＩＧＮＥＤｋｇ

作　　番 図　　番

担　　当

改版ＲＥＶ

　　

 1  1

Ａ

　　／　　／

　　／　　／

　　／　　／

　

磯崎（忠）

磯崎（忠）
０

    ／    ／

磯崎（忠）

磯崎（忠）

信　号　名PIN

未使用
未使用
未使用

未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

I

Ｌ

Ｊ
Ｋ

Ｍ
Ｎ
Ｏ

未使用

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ

（ MS3102A-32-8S-RG ）

未使用

信　号　名PIN

未使用
未使用
未使用

未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

I

Ｌ

Ｊ
Ｋ

Ｍ
Ｎ
Ｏ

未使用

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ

（ MS3102A-32-8S-RG ）

未使用

未使用
未使用
未使用
未使用

未使用未使用
未使用未使用
未使用未使用
未使用未使用
未使用未使用
未使用未使用
未使用未使用
未使用未使用
未使用未使用
未使用未使用

0.75SQ　黄
0.75SQ　黒

未使用未使用

0.75SQ　黄
0.75SQ　黒
0.75SQ　黄
0.75SQ　黒
0.75SQ　黄
0.75SQ　黒
0.75SQ　黄
0.75SQ　黒
0.75SQ　黄
0.75SQ　黒
0.75SQ　黄
0.75SQ　黒

信　号　名PIN
１軸モ－タ－(＋)
１軸モ－タ－(－)
２軸モ－タ－(＋)
２軸モ－タ－(－)
３軸モ－タ－(＋)
３軸モ－タ－(－)
４軸モ－タ－(＋)
４軸モ－タ－(－)
５軸モ－タ－(＋)
５軸モ－タ－(－)
６軸モ－タ－(＋)
６軸モ－タ－(－)

未使用
未使用
未使用

未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

I

Ｌ

Ｊ
Ｋ

Ｍ
Ｎ
Ｏ

未使用

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ

（ MS3102A-32-8S-RG ）

未使用

未使用
未使用

信　号　名PIN
１軸モ－タ－(＋)
１軸モ－タ－(－)
２軸モ－タ－(＋)
２軸モ－タ－(－)
３軸モ－タ－(＋)
３軸モ－タ－(－)
４軸モ－タ－(＋)
４軸モ－タ－(－)
５軸モ－タ－(＋)
５軸モ－タ－(－)
６軸モ－タ－(＋)
６軸モ－タ－(－)

未使用
未使用
未使用

未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

I

Ｌ

Ｊ
Ｋ

Ｍ
Ｎ
Ｏ

未使用

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ

（ MS3102A-32-8S-RG ）

未使用

未使用
未使用

1.25SQ　緑
シールドシールド

未使用未使用

信　号　名PIN
１軸モ－タ－(＋)
１軸モ－タ－(－)
２軸モ－タ－(＋)
２軸モ－タ－(－)
３軸モ－タ－(＋)
３軸モ－タ－(－)
４軸モ－タ－(＋)
４軸モ－タ－(－)
５軸モ－タ－(＋)
５軸モ－タ－(－)
６軸モ－タ－(＋)
６軸モ－タ－(－)

未使用
未使用
未使用

未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用
未使用

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

I

Ｌ

Ｊ
Ｋ

Ｍ
Ｎ
Ｏ

未使用

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ

（ MS3102A-32-8S-RG ）

未使用

シールド

未使用

1.25SQ　緑

0.75SQ　赤
0.75SQ　青

中継ボックス筺体

1.25SQ　緑

１） の配線は２本撚り線（ツイストぺア線）にすること。

２）コネクタのコンタクトに配線を半田付けした後は、収縮チューブを被せて絶縁すること。
３）１軸モータ～６軸モータの直流（ＤＣ）の配線と先端工具電磁弁の交流（ＡＣ）の配線は近づけないこと。
４）ステンレス製スイッチボックスにコネクタを取り付ける際は、絶縁用のガスケットを忘れずに取り付けること。

【製作時の注意事項】

　型　番 数量 メーカー使　用　部　品

パネル取付レセプタクル

ステンレス製スイッチボックス
ボックス取付用取手

MS3102A-32-8S-RG

BOX-SSB202812
UWANS80

１
１
３ ＤＤＫ相当
ミスミ
タカチ電機工業

工具電磁弁AC100V(L)
工具電磁弁AC100V(N)

工具電磁弁AC100V(L)
工具電磁弁AC100V(N)

44.5
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MS3102A-32-8S-RG
（コネクタ接続面から見たピン配列）
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【先端工具用出力】
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分配ボックス配線図

レニューアル　（堆積物除去装置２号機）

《 堆積物除去装置２号機用分配ボックス内配線図 》
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